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一　

は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
小
泉
政
権
期
を
中
心
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
日
中
関
係
に
お
け
る
民
間
ア
ク
タ
ー
に
着
目
し
、
そ
の

代
表
的
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
経
済
界
は
こ
の
時
期
に
お
い
て
い
か
な
る
政
策
要
求
を
持
ち
、
政
治
関
係
に
対
し
ど
の
よ
う
に
役
割
を
果
た
そ

う
と
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
そ
の
形
成
要
因
と
は
何
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
の
日
中
関
係
を
対
象
と
し
た
研
究
で
は
、
構
造
転
換
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
共
通
の
認
識
と
な
っ
て
い（
1
）る。

ほ
と
ん
ど
の
研

究
は
国
家
間
関
係
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
政
治
関
係
の
変
化
を
特
に
摩
擦
の
面
を
中
心
に
論
じ
、
し
ば
し
ば
日
中
関
係
の
経
済
的
相
互
依

存
の
限
界
性
を
指
摘
し
て
き（
2
）た。
し
か
し
、
日
中
の
構
造
転
換
は
単
に
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
と
し
て
生
じ
た
の
で
は
な
く
、
同
時
期
に
は
両
国

の
民
間
ア
ク
タ
ー
間
の
結
び
つ
き
の
あ
り
様
も
大
き
く
転
換
し
て
い
た
。
民
間
の
側
に
視
点
を
置
く
い
く
つ
か
の
研
究
は
、
も
っ
ぱ
ら
歴

史
認
識
の
影
響
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
や
国
内
社
会
の
保
守
化
に
着
目
し（
3
）た。
し
か
し
こ
れ
ら
は
、
経
済
関
係
の
深
化
が
日
中
の
民

間
レ
ベ
ル
で
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
そ
れ
が
民
間
ア
ク
タ
ー
の
政
治
的
な
態
度
に
与
え
た
促
進
作
用
を
看
過
し
て
い（
4
）る。

こ
の
よ
う
な
民

間
レ
ベ
ル
で
の
関
係
性
の
変
化
は
、
日
中
関
係
の
複
合
的
な
構
造
転
換
の
重
要
な
一
構
成
要
素
で
あ
り
、
さ
ら
に
二
〇
〇
六
年
に
結
ば
れ

た
「
戦
略
的
互
恵
関
係
」
の
社
会
的
基
盤
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
こ
の
部
分
の
構
造
転
換
に
対
す
る
正
確
な
認
識
を
欠
い
た
ま
ま
で
は
、

政
治
摩
擦
が
起
こ
る
た
び
に
、「
戦
略
的
互
恵
関
係
」
の
枠
組
み
そ
の
も
の
を
問
う
よ
う
な
過
剰
な
反
応
が
示
さ
れ
る
事
態
に
容
易
に
陥

っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　

本
稿
が
提
起
す
る
問
題
に
対
し
て
、
先
行
研
究
は
大
ま
か
に
分
け
て
二
つ
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
、

経
済
界
で
は
中
国
に
対
す
る
協
調
的
な
意
見
は
主
流
で
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
日
中
友
好
世
代
が

交
代
し
た
こ
と
の
影
響
を
指
摘
す
る
も（
5
）の、

日
中
の
経
済
摩
擦
の
中
で
、
経
済
界
内
部
に
お
い
て
協
調
派
は
少
数
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
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す
る
も（
6
）のな
ど
が
あ
る
。
も
う
一
つ
は
「
政
冷
経（
7
）熱」
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
政
経
分
離
が
進
行
し
、
経
済
界
は
政
治
関
係
に
無

関
心
で
あ
っ
た
と
い
う
見
解
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
経
済（
8
）界の
中
に
実
際
に
存
在
し
た
政
策
要
求
を
、
各
企
業
の
個
別
レ
ベ
ル
と
財
界
・
経
済
団
体
の
団
体
レ
ベ
ル
の
二

段
階
に
分
け
て
、
経
済
専
門
誌
、
経
済
団
体
の
機
関
誌
と
報
告
書
、
新
聞
な
ど
の
資
料
を
用
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
分
析
に
当
た
っ

て
は
、
二
〇
〇
五
年
に
起
こ
っ
た
反
日
デ
モ
の
前
後
で
大
き
な
変
化
が
観
察
で
き
る
た
め
、
こ
こ
を
時
期
的
な
境
と
し
て
そ
の
前
と
後
に

分
け
て
論
じ
て
い
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
本
文
は
以
下
の
三
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
。（
一
）
二
〇
〇
五
反
日
デ
モ
以
前
、
日
本
経

済
界
の
対
中
認
識
が
「
中
国
脅
威
論
」
か
ら
「
中
国
特
需
」
へ
と
変
化
し
た
と
同
時
に
、
中
国
に
対
す
る
協
調
的
な
政
策
要
求
が
形
成
さ

れ
た
。（
二
）
二
〇
〇
五
年
を
転
機
と
し
て
、
日
本
経
済
界
は
協
調
的
な
日
中
関
係
に
向
け
て
積
極
的
に
意
見
を
表
明
す
る
よ
う
に
な
り
、

経
済
界
の
役
割
は
新
た
な
段
階
へ
と
展
開
し
た
。（
三
）
そ
の
変
容
を
促
し
た
要
因
に
つ
い
て
、
日
中
の
経
済
的
依
存
関
係
だ
け
で
は
な

く
、
国
際
経
済
環
境
の
変
化
が
あ
っ
た
。
こ
の
変
化
に
対
応
し
、
日
本
経
済
界
は
中
国
を
拠
点
と
し
て
ア
ジ
ア
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
へ
と

展
開
す
る
戦
略
を
深
化
さ
せ
、
そ
れ
と
同
時
に
、
財
界
の
中
国
と
の
関
係
は
「
特
殊
な
協
力
方
式
」
か
ら
「
一
般
的
な
方
式
」
へ
と
変
容

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
（
後（
9
）述）。

　
「
政
冷
経
熱
」
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の
時
期
の
日
中
関
係
に
お
い
て
は
、
政
経
分
離
が
顕
著
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。

し
か
し
本
稿
が
以
下
で
示
す
よ
う
に
、「
政
」
と
「
経
」
が
完
全
に
分
離
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
な
く
、
両
者
は
絶
え
ず
相
互
に
影
響
を

与
え
合
う
も
の
で
あ
っ
た
。
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二　

二
〇
〇
五
年
反
日
デ
モ
以
前
の
状
況

㈠　

企
業
・
業
界
レ
ベ
ル
の
認
識
：「
中
国
脅
威
論
」
か
ら
「
中
国
特
需
」
へ

　

企
業
レ
ベ
ル
の
中
国
認
識
は
主
に
経
済
面
に
お
け
る
「
中
国
脅
威
論
」
に
対
す
る
応
酬
か
ら
窺
え
る
。
経
済
界
の
「
中
国
脅
威
論
」
は

貿
易
と
対
中
投
資
の
二
つ
の
側
面
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
貿
易
に
お
け
る
「
中
国
脅
威
論
」
は
「
中
国
か
ら
低
価
格
の
製
品
が
入
っ
て

く
る
こ
と
で
、
日
本
の
産
業
が
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
」
と
い
う
認
識
で
あ
っ
）
10
（

た
。
日
本
貿
易
振
興
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
が
二
〇
〇

一
年
に
行
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
中
国
製
品
の
日
本
進
出
に
対
し
、
二
一
％
の
企
業
が
「
い
ま
脅
威
を
感
じ
て
い
る
」
と
回
答
し
、
二
九

％
が
「
近
い
将
来
脅
威
を
感
じ
る
」
と
回
答
し
て
い
）
11
（
る
。
ま
た
特
に
競
争
力
の
弱
い
農
産
品
、
繊
維
業
界
は
、
中
国
製
品
に
対
す
る
セ
ー

フ
ガ
ー
ド
の
発
動
を
日
本
政
府
に
求
め
、
二
〇
〇
一
年
四
月
に
よ
う
や
く
ネ
ギ
、
シ
イ
タ
ケ
、
イ
グ
サ
に
対
す
る
暫
定
発
動
が
行
わ
れ
）
12
（
た
。

し
か
し
こ
う
し
た
保
護
主
義
的
な
措
置
に
対
し
関
係
業
界
の
内
部
に
も
異
論
が
あ
り
、
経
済
産
業
省
に
対
し
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
発
動
に
反

対
す
る
陳
情
が
行
わ
れ
）
13
（
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
製
造
業
の
投
資
、
移
転
に
よ
る
日
本
の
「
産
業
空
洞
化
」
に
対
す
る
脅
威
認
識
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
日
本
国
内
で
の
工

場
閉
鎖
が
続
く
中
で
中
国
へ
の
投
資
が
拡
大
し
て
日
本
の
産
業
基
盤
が
崩
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
の
認
識
に
集
約
で
き
）
14
（
る
。
第
一
生
命

経
済
研
究
所
の
試
算
に
よ
る
と
、
一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
間
に
お
け
る
日
本
企
業
の
中
国
投
資
の
増
加
は
、
国
内
雇
用
の

減
少
と
デ
フ
レ
に
拍
車
を
か
け
る
結
果
と
な
っ
て
い
）
15
（
た
。
日
本
の
製
造
業
の
中
国
移
転
は
日
本
の
経
済
停
滞
の
主
因
で
あ
る
と
い
う
米
国

の
研
究
結
果
も
報
じ
ら
れ
）
16
（
た
。
特
に
顕
著
な
の
は
Ｉ
Ｔ
関
連
産
業
、
家
電
事
業
な
ど
の
製
造
業
で
あ
り
、
工
場
の
海
外
移
転
に
よ
る
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
が
国
内
雇
用
の
空
洞
化
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
国
際
協
力
銀
行
の
二
〇
〇
一
年
の
調
査
に
よ
る
と
「
海
外
事
業
を
強
化
・
拡
大

す
る
」
と
答
え
た
企
業
は
前
年
の
五
四
・
五
％
か
ら
七
一
・
六
％
へ
、「
海
外
生
産
が
国
内
生
産
を
代
替
す
る
た
め
に
国
内
生
産
は
減
少
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す
る
」
と
答
え
た
企
業
が
前
年
度
の
一
三
・
六
％
か
ら
二
二
・
五
％
へ
大
幅
に
増
加
し
）
17
（
た
。

　

し
か
し
こ
れ
ら
の
「
中
国
脅
威
論
」
に
対
し
、
企
業
レ
ベ
ル
で
は
早
く
か
ら
反
論
が
存
在
し
た
。
二
〇
〇
一
年
後
半
に
中
国
は
「
脅
威

と
も
チ
ャ
ン
ス
と
も
な
り
う
る
」
と
提
起
さ
）
18
（
れ
、
二
〇
〇
二
年
頃
に
は
「
個
別
企
業
に
と
っ
て
の
中
国
は
脅
威
論
と
は
一
線
を
画
す
る
」

と
の
議
論
が
展
開
さ
れ
）
19
（
た
。
た
と
え
ば
佐
々
木
聡
吉
（
伊
藤
忠
商
事
常
務
執
行
役
員
、
中
国
総
代
表
）
に
よ
れ
ば
「
脅
威
論
」
は
過
大
評
価
で

あ
）
20
（

り
、
佐
藤
雄
二
朗
（
ア
ル
ゴ
二
一
会
長
）
は
「
空
洞
化
と
い
う
発
想
そ
の
も
の
が
も
は
や
時
代
遅
れ
」
だ
と
主
張
し
）
21
（

た
。
ま
た
立
石
信

雄
（
オ
ム
ロ
ン
代
表
取
締
役
会
長
）
は
「
中
国
抑
制
策
は
意
味
の
な
い
こ
と
で
」、「
教
科
書
、
靖
国
…
…
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
」

だ
と
述
べ
）
22
（

た
。「
空
洞
化
」
論
に
対
し
御
手
洗
冨
士
夫
（
キ
ャ
ノ
ン
社
長
、
二
〇
〇
六
年
五
月
〜
二
〇
一
〇
年
五
月
日
本
経
団
連
会
長
）
は
、「
脅

威
論
を
唱
え
る
人
が
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
七
〇
年
代
、
八
〇
年
代
に
日
米
間
に
起
き
た
こ
と
を
考
え
て
み
れ
ば
よ
い
」、「
日
米
間
で

起
き
た
貿
易
摩
擦
と
同
じ
こ
と
が
、
い
ま
、
日
中
間
で
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
る
」
と
の
理
解
を
示
し
）
23
（

た
。
ほ
か
に
も
多
く
の
経
済
人
が
、

新
聞
や
雑
誌
な
ど
で
、「
中
国
脅
威
論
」
に
対
し
異
論
を
呈
し
）
24
（
た
。

　

二
〇
〇
四
年
に
な
る
と
「
脅
威
論
」
は
さ
ら
な
る
沈
静
化
に
向
い
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
主
流
と
な
っ
た
の
は
「
中
国
特
需
」
の
認
識
で

あ
っ
た
。
斎
藤
宏
（
み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
銀
行
頭
取
）
は
、「
日
本
の
今
の
景
気
回
復
の
要
因
を
…
…
五
割
は
中
国
特
需
と
み
」
て
、
さ
ら

に
「
そ
の
特
需
は
三
年
前
か
ら
始
ま
り
、
今
後
も
続
き
、
日
本
に
と
っ
て
は
不
可
欠
」
だ
と
述
べ
）
25
（
た
。「
日
中
企
業
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
な

ど
包
括
的
な
提
携
関
係
や
、
企
業
レ
ベ
ル
の
更
な
る
協
力
も
こ
の
時
期
に
経
済
界
の
な
か
で
提
案
さ
れ
）
26
（

た
。

㈡　

 

財
界
レ
ベ
ル
の
認
識

　

財
界
レ
ベ
ル
の
認
識
は
、「
中
国
脅
威
論
」
と
歴
史
問
題
に
対
す
る
見
方
か
ら
観
察
で
き
る
。
中
国
脅
威
論
に
つ
い
て
、
旧
経
団
連
が

二
〇
〇
一
年
に
提
出
し
た
意
見
書
「
二
一
世
紀
の
日
中
関
係
を
考
え
る
」
で
は
、
中
国
の
製
造
業
の
台
頭
が
及
ぼ
す
影
響
を
指
摘
し
た
。

そ
の
後
、
一
一
月
か
ら
中
国
委
員
会
企
画
部
会
で
「
中
国
製
造
業
の
台
頭
と
ア
ジ
ア
の
国
際
分
業
体
制
に
及
ぼ
す
影
響
」
に
つ
い
て
検
討
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を
始
め
た
。
そ
の
検
討
成
果
の
中
で
は
、
中
国
の
発
展
は
脅
威
で
は
な
く
、
日
中
は
共
存
共
栄
が
可
能
だ
と
取
り
ま
と
め
）
27
（
た
。
ア
ジ
ア
・

大
洋
州
地
域
委
員
会
企
画
部
会
が
取
り
ま
と
め
た
中
間
報
告
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
経
済
連
携
強
化
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
」
の
な

か
で
も
、
中
国
の
発
展
を
歓
迎
し
、
中
国
と
の
関
係
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
か
つ
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
さ
れ
）
28
（
た
。

　

靖
国
参
拝
問
題
を
中
心
と
す
る
歴
史
問
題
と
日
中
政
治
関
係
の
悪
化
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
財
界
の
間
で
意
見
の
食
い
違
い
が
大

き
か
っ
た
。
首
相
の
靖
国
参
拝
に
つ
い
て
、
当
時
の
経
済
同
友
会
代
表
・
小
林
陽
太
郎
（
一
九
九
九
年
四
月
〜
二
〇
〇
三
年
四
月
）
は
二
〇

〇
一
年
か
ら
慎
重
な
態
度
を
示
し
、
二
〇
〇
四
年
に
は
同
友
会
が
靖
国
参
拝
の
中
止
を
要
請
す
る
ま
で
に
至
っ
）
29
（
た
。
ほ
か
に
は
日
中
経
済

協
会
二
一
世
紀
日
中
関
係
展
望
委
員
会
が
二
〇
〇
三
年
に
発
表
し
た
意
見
書
「
日
中
関
係
の
進
化
を
求
め
て

―
そ
の
理
念
と
課
題
」
の

な
か
で
も
、「
歴
史
認
識
を
明
確
に
し
、
未
来
志
向
の
下
に
信
頼
関
係
を
確
立
す
る
」
と
主
張
し
）
30
（
た
。
日
本
経
団
連
の
な
か
で
は
、
日
中

の
政
治
的
問
題
は
靖
国
参
拝
に
由
来
す
る
と
い
う
個
人
的
な
認
識
も
あ
っ
）
31
（

た
。

　

一
方
で
政
経
分
離
の
見
方
、
つ
ま
り
経
済
人
が
政
治
に
関
与
す
べ
き
な
い
と
い
う
考
え
方
も
存
在
し
た
。
日
本
経
団
連
は
経
済
同
友
会

の
対
応
に
距
離
を
置
く
姿
勢
を
示
し
、
あ
く
ま
で
「
靖
国
参
拝
が
中
国
と
の
経
済
関
係
で
障
害
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
」
と
繰
り
返

し
）
32
（
た
。
た
だ
し
旧
経
団
連
は
二
〇
〇
一
年
二
月
に
「
二
一
世
紀
の
日
中
関
係
を
考
え
る

―
日
中
の
相
互
信
頼
の
確
立
と
経
済
交
流
拡
大

の
た
め
の
提
言
」
と
い
う
意
見
書
を
発
表
し
、
歴
史
認
識
や
台
湾
問
題
に
つ
い
て
言
及
す
る
な
ど
、
政
治
問
題
に
も
異
例
と
言
え
る
ほ
ど

踏
み
込
ん
で
い
）
33
（
た
。三　

日
中
関
係
改
善
に
向
け
て
の
経
済
界
に
よ
る
意
思
表
出
の
活
発
化

　

二
〇
〇
三
年
の
終
わ
り
か
ら
、
中
国
側
の
政
府
要
人
は
た
び
た
び
経
済
界
と
の
交
流
で
、「
政
冷
経
熱
」
と
い
う
言
葉
を
提
起
し
な
が

ら
、
政
治
関
係
の
改
善
に
経
済
界
の
協
力
を
求
め
て
い
）
34
（
た
。
二
〇
〇
四
年
度
訪
中
団
に
対
す
る
温
家
宝
の
政
治
問
題
の
言
及
の
ほ
か
、
そ
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の
直
後
に
日
本
に
着
任
し
た
王
毅
新
大
使
の
協
力
要
請
も
あ
っ
）
35
（
た
。
一
方
で
二
〇
〇
五
年
ま
で
に
日
本
政
府
の
政
策
転
換
を
求
め
る
よ
う

な
行
動
は
共
通
の
意
見
と
し
て
存
在
し
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
中
国
側
の
要
請
よ
り
反
日
デ
モ
の
発
生
の
ほ
う
が
活
発
な
意
見
表
出
な

ど
の
活
動
を
促
進
す
る
直
接
的
な
契
機
と
な
っ
た
。

㈠　

背
景
と
し
て
の
二
〇
〇
五
年
反
日
デ
モ

　

二
〇
〇
五
年
四
月
の
週
末
に
、
北
京
、
上
海
、
成
都
、
広
州
、
深
圳
な
ど
の
大
都
市
で
デ
モ
が
発
生
し
）
36
（
た
。
デ
モ
の
発
生
は
日
中
両
国

の
国
民
感
情
の
悪
化
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
以
前
の
二
〇
〇
四
年
の
サ
ッ
カ
ー
・
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
を
め
ぐ
る
騒
動
や
、
二
〇
〇
二
年
の
西

安
で
の
反
日
デ
モ
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
。
今
回
の
デ
モ
に
お
い
て
は
、
抽
象
的
な
反
日
の
ほ
か
に
、「
日
本
製
品
ボ
イ
コ
ッ
ト
」、
日
本

の
「
入
常
反
対
」（
国
連
常
任
理
事
国
入
り
を
反
対
す
る
）
な
ど
具
体
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
提
示
さ
れ
、
日
中
関
係
の
政
治
、
経
済
両
面
に
広

範
に
わ
た
る
影
響
を
も
た
ら
し
た
。

　

日
本
製
品
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
へ
と
直
接
つ
な
が
っ
た
背
景
に
は
、
日
本
の
文
部
科
学
省
が
歴
史
教
科
書
の
検
定
結
果
を
発
表
し
た
後
に
、

歴
史
問
題
を
め
ぐ
っ
て
韓
国
と
中
国
で
の
日
本
批
判
が
強
ま
る
な
か
、「
新
し
い
教
科
書
を
作
る
会
」
に
経
済
支
援
し
た
日
本
企
業
リ
ス

ト
が
中
国
で
報
道
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
）
37
（
た
。
ま
た
電
子
商
品
・
流
通
業
界
に
お
け
る
中
国
企
業
と
日
本
企
業
の
競
争
、
日
本
企
業
の
集
中

的
大
量
投
資
に
起
因
す
る
労
資
問
題
も
そ
れ
に
加
担
し
た
。

　

デ
モ
発
生
の
当
初
、
中
国
の
外
交
部
と
商
務
部
の
対
応
に
は
食
い
違
い
が
存
在
し
た
。
デ
モ
直
前
の
四
月
四
日
、
薄
煕
来
・
商
務
部
長

は
橋
本
龍
太
郎
・
国
際
貿
易
促
進
協
会
代
表
団
団
長
と
会
見
し
、
中
国
は
従
来
か
ら
中
日
貿
易
経
済
協
力
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
や
対
日

関
係
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
）
38
（
た
。
一
方
で
、
外
交
部
は
比
較
的
強
硬
な
姿
勢
を
示
し
た
。
四
月
六
日
の
報
道
官
発
言
で
は
日
本
側
の
歴
史

に
対
す
る
態
度
を
批
判
し
た
。
町
村
外
相
が
中
国
駐
日
大
使
に
謝
罪
と
賠
償
を
要
求
し
た
こ
と
に
対
し
、
温
家
宝
は
「（
反
日
デ
モ
で
）
日

本
政
府
は
深
く
反
省
す
る
だ
ろ
う
」
と
発
言
し
）
39
（

た
。
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し
か
し
四
月
一
九
日
に
李
肇
星
外
相
に
よ
る
日
中
関
係
に
関
す
る
緊
急
報
告
会
が
人
民
大
会
堂
で
開
催
さ
れ
、
同
時
に
天
津
、
上
海
、

広
州
で
も
報
告
会
が
行
わ
れ
て
以
降
、
対
日
経
済
関
係
を
重
視
す
る
方
向
へ
の
転
換
が
見
ら
れ
た
。
新
華
社
は
二
〇
日
、「
中
日
『
和
即

両
利
、
闘
即
両
傷
』」（
中
国
と
日
本
の
間
が
「
平
和
な
ら
ば
お
互
い
に
利
益
が
あ
り
、
闘
争
な
ら
ば
お
互
い
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
」）
を
標
題
と
す

る
評
論
を
出
し
、
二
二
日
に
日
中
経
済
貿
易
関
係
に
関
す
る
薄
熙
来
商
務
部
長
の
一
問
一
答
が
報
道
さ
れ
た
。
翌
日
に
胡
錦
濤
国
家
主
席

が
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
小
泉
首
相
と
会
見
し
、
関
係
改
善
に
向
け
て
五
点
の
主
張
を
提
示
し
た
。
新
華
社
は
そ
の
後
も
引
き
続
き
日
本
企
業
が

貿
易
量
、
投
資
量
、
中
国
国
内
の
雇
用
提
供
に
お
い
て
貢
献
し
て
い
る
こ
と
に
関
す
る
薄
煕
来
の
説
明
を
掲
載
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
も
特
集
報
道
を
行
っ
）
40
（

た
。

　

ま
た
二
〇
〇
五
年
以
降
、
中
国
は
経
済
界
訪
中
団
を
格
段
に
重
視
し
、
ト
ッ
プ
政
治
指
導
者
が
日
本
か
ら
の
訪
中
団
と
会
見
し
、
日
本

側
に
対
す
る
批
判
的
な
言
論
も
控
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
王
毅
駐
日
大
使
は
二
〇
〇
五
年
二
月
の
「
関
西
財
界
セ
ミ
ナ
ー
」
で
の
基
調
講

演
で
、
日
中
関
係
を
「
政
冷
経
熱
」
と
論
じ
た
も
の
の
、
小
泉
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
問
題
な
ど
を
直
接
取
り
上
げ
て
批
判
す
る
こ
と
は

な
か
っ
）
41
（

た
。
二
〇
〇
五
年
度
日
中
経
済
協
会
訪
中
代
表
団
と
の
会
見
に
は
温
家
宝
が
出
席
し
、
日
本
経
済
界
の
日
中
経
済
、
日
中
関
係
発

展
へ
の
貢
献
を
評
価
し
、
東
北
振
興
、
西
部
開
発
へ
の
参
画
を
歓
迎
す
る
と
発
言
し
）
42
（
た
。
胡
錦
濤
は
会
談
に
臨
め
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後

中
国
側
の
提
案
で
奥
田
碩
（
二
〇
〇
二
年
五
月
〜
二
〇
〇
六
年
五
月
日
本
経
団
連
会
長
）
ら
日
本
経
団
連
首
脳
が
再
度
北
京
に
訪
れ
胡
錦
濤
主

席
と
の
会
談
を
実
現
し
）
43
（
た
。
ま
た
二
〇
〇
六
年
の
日
中
友
好
七
団
体
訪
中
に
対
し
て
も
胡
錦
濤
主
席
は
七
団
体
の
日
中
関
係
発
展
へ
の
貢

献
を
高
く
評
価
し
）
44
（

た
。㈡　

デ
モ
に
対
す
る
日
本
経
済
界
の
反
応

　

1　

 

企
業
と
業
界
レ
ベ
ル

　

反
日
デ
モ
が
経
済
全
体
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
な
か
っ
た
。
当
初
は
東
京
株
式
市
場
の
中
国
関
連
銘
柄
の
株
価
に
影
響
が
あ
っ
た
も
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の
の
、
そ
れ
も
早
期
に
回
復
し
）
45
（
た
。
企
業
心
理
に
つ
い
て
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
が

行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
そ
の
影
響
は
一
時
的
か
つ
限
定
的
な
も
の
で
あ

っ
）
46
（
た
。
ま
た
雑
誌
『
財
界
』
が
行
っ
た
緊
急
調
査
に
よ
る
と
、「
中
国
に

根
を
張
っ
て
、
今
後
も
展
開
す
る
」
と
の
回
答
が
多
く
、
冷
静
な
反
応
を

示
し
た
企
業
が
大
半
で
あ
っ
）
47
（

た
。

　

日
系
企
業
は
基
本
的
に
個
別
に
対
応
し
た
。
な
か
で
も
日
本
製
紙
が
、

合
弁
事
業
か
ら
撤
退
す
る
と
い
う
消
極
的
な
対
応
を
示
し
た
と
報
道
さ
れ

て
い
）
48
（
た
。
し
か
し
大
半
の
企
業
は
積
極
的
な
対
応
を
と
っ
て
い
た
。「
新

し
い
教
科
書
を
作
る
会
」
の
協
賛
企
業
と
さ
れ
た
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
は
、
デ

モ
の
開
始
当
初
に
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
受
け
た
も
の
の
、
自
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
事
実
弁
明
と
日
中
友
好
の
た
め
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
を
主
張
し
、
中

国
人
社
員
と
一
体
と
な
っ
て
危
機
を
乗
り
越
え
）
49
（
た
。
日
本
企
業
の
中
国
に

お
け
る
社
会
貢
献
の
Ｐ
Ｒ
は
二
〇
〇
四
年
か
ら
対
日
感
情
の
悪
化
に
対
す

る
懸
念
か
ら
重
視
さ
れ
始
め
た
が
、
デ
モ
以
降
は
日
中
友
好
の
た
め
に
貢

献
し
て
き
た
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
と
と
も
に
さ
ら
に
重
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
）
50
（

た
。

　

さ
ら
に
、
企
業
に
よ
る
団
体
活
動
へ
の
参
加
も
積
極
化
し
、
た
と
え
ば

「
日
中
経
済
討
論
会
二
〇
〇
五
年
」
は
中
国
側
か
ら
一
七
〇
名
、
日
本
側

か
ら
三
三
〇
名
が
参
加
す
る
と
い
う
過
去
最
大
の
規
模
の
も
の
と
な
っ
）
51
（
た
。

表　2005年反日デモ以降の訪中団

時期 訪中団の名称 主な日本側参加者 会見に応じた中国側
のトップ政治指導者

2005年７月７日 日中経済協会新会長千速
晃と旧会長渡里杉一郎 呉儀副総理

９月26日 2005年度日中経済
協会訪中団

奥田碩、千速晃、今井敬
（1999年５月～2002年５月
旧経団連会長）など

温家宝総理

９月30日 奥田碩など日本経団連首脳 胡錦濤主席

2006年３月31日 日中友好7団体訪中 千速晃、橋本龍太郎日本国
際貿易促進協会会長など 胡錦濤主席

４月18日 日本国際貿易促進
協会代表団 橋本龍太郎（団長） 賈慶林全国政治協商

会議主席

９月５日 2006年度日中経済
協会訪中代表団 御手洗冨士夫、千速晃など 温家宝総理

資料：『日中経協ジャーナル』、『産経新聞』などを参照に筆者整理
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そ
の
背
景
に
は
反
日
デ
モ
の
問
題
は
個
別
企
業
レ
ベ
ル
で
は
対
応
で
き
な
い
問
題
で
あ
り
、「
日
本
政
府
が
何
ら
か
の
対
応
を
す
べ
き
」

で
、
日
本
企
業
の
自
助
努
力
を
超
え
た
リ
ス
ク
で
あ
る
と
の
認
識
が
徐
々
に
共
有
さ
れ
、
政
府
へ
の
期
待
も
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
あ

っ
）
52
（
た
。
ま
た
企
業
は
、「
国
益
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
広
く
議
論
す
る
必
要
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
）
53
（
た
。

　

経
済
的
相
互
依
存
関
係
の
深
化
に
連
れ
て
、
企
業
は
ま
す
ま
す
中
国
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
の
投
資
増
加
は
二
〇

〇
四
年
に
比
べ
て
少
し
鈍
化
し
た
が
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
と
し
た
非
製
造
業
の
投
資
が
顕
著
に
増
加
し
、
経
済
関
係
は
新
た
な
段
階
に

入
っ
）
54
（
た
。
ま
た
二
〇
〇
六
年
一
月
の
『
財
界
』
座
談
会
に
参
加
し
た
企
業
家
の
内
、
競
争
的
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
は
資
源
関
係
企

業
だ
け
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
家
は
対
中
協
調
関
係
を
主
張
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
佐
々
木
幹
夫
（
三
菱
商
事
会
長
）
は
中
国
に
は

「
不
安
要
因
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。
森
稔
（
森
ビ
ル
社
長
）
は
「
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
」
と
し

て
捉
え
て
い
た
。
小
林
陽
太
郎
（
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
会
長
）
は
「（
米
中
の
）
両
方
を
ち
ゃ
ん
と
見
て
、
複
眼
的
な
見
方
が
非
常
に
大
切
」

と
強
調
し
た
。
大
橋
光
夫
（
日
本
化
学
工
業
協
会
会
長
・
昭
和
電
工
会
長
）
は
、「
中
国
は
環
境
問
題
に
強
い
関
心
を
持
ち
始
め
た
。
技
術
を

提
供
し
て
い
く
こ
と
」
を
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
す
べ
き
と
提
起
し
た
。
鈴
木
邦
雄
（
商
船
三
井
社
長
）
は
「
中
国
の
輸
出
も
輸
入
も
も
の

す
ご
く
多
い
、
需
要
と
供
給
か
ら
見
れ
ば
、
今
後
も
い
い
環
境
が
続
く
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。
岡
部
正
彦
（
日
本
通
運
会
長
）
は
「
国

際
関
係
の
物
流
は
中
国
を
中
心
に
ア
ジ
ア
が
非
常
に
元
気
、
〇
六
年
度
以
降
も
堅
調
」
で
あ
ろ
う
と
の
展
望
を
述
べ
）
55
（
た
。
つ
ま
り
、
反
日

デ
モ
は
日
本
側
の
経
済
協
力
の
姿
勢
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

2　

 

財
界
レ
ベ
ル

　

デ
モ
の
衝
撃
と
そ
れ
に
対
す
る
企
業
の
反
応
を
受
け
て
、
経
済
団
体
は
活
発
な
動
き
を
見
せ
、
日
中
関
係
に
対
す
る
各
種
意
見
書
の
発

表
を
行
っ
た
。
四
月
一
二
日
に
日
中
経
済
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
日
中
両
国
民
間
友
好
六
〇
団
体
は
「
平
和
と
善
隣
友
好
に
関
す
る
ア
ピ

ー
ル
」
を
発
表
）
56
（

し
、
六
月
に
は
日
中
経
協
二
一
世
紀
日
中
関
係
展
望
委
員
会
が
意
見
書
「
未
来
に
向
け
て
の
日
中
経
済
の
相
互
連
帯
を
発

展
さ
せ
よ
う
」
を
提
出
し
）
57
（

た
。
経
済
同
友
会
も
四
月
二
六
日
の
記
者
会
見
で
日
中
関
係
に
言
及
し
、
日
中
の
良
好
な
関
係
を
構
築
す
る
こ
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と
は
、
国
の
安
全
と
繁
栄
と
い
う
「
国
益
」
に
も
寄
与
す
る
と
訴
え
）
58
（
た
。

　

ま
た
上
述
の
「
日
中
経
済
討
論
会
二
〇
〇
五
年
」
の
よ
う
に
中
国
側
の
企
業
家
な
ど
を
日
本
に
招
い
た
。
日
本
側
と
の
意
見
交
換
が
広

く
行
わ
れ
、
人
的
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
言
論
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
八
月
に
北
京
で
主
催
し
た
「
北
京
―
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
も
多
く
の
参
加

者
が
集
ま
っ
）
59
（
た
。
そ
こ
で
渡
辺
正
太
郎
（
経
済
同
友
会
副
代
表
幹
事
、
専
務
理
事
）
は
政
治
関
係
に
よ
っ
て
経
済
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い

る
が
、
日
本
企
業
の
活
動
は
中
国
で
も
支
持
さ
れ
て
お
り
、
経
済
関
係
が
良
好
の
う
ち
に
「
大
人
の
関
係
」
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
意
見
を
表
明
し
）
60
（
た
。

　

さ
ら
に
、
各
経
済
団
体
が
派
遣
し
た
各
種
訪
中
団
（
表
を
参
照
）
は
、
日
中
の
間
の
意
思
疎
通
に
大
い
に
貢
献
し
た
。
た
と
え
ば
二
〇

〇
五
年
度
日
中
経
済
協
会
訪
中
代
表
団
に
参
加
し
た
奥
田
は
、
小
泉
首
相
か
ら
の
伝
言
を
温
家
宝
総
理
に
伝
え
）
61
（
た
。
二
〇
〇
六
年
度
日
中

経
済
協
会
訪
中
代
表
団
に
お
い
て
、
御
手
洗
は
温
家
宝
の
訪
日
を
期
待
す
る
旨
を
述
べ
）
62
（

た
。

　

二
〇
〇
六
年
に
な
る
と
、
日
本
の
政
権
交
代
に
向
け
て
各
団
体
が
今
後
の
中
国
政
策
に
つ
い
て
提
言
を
行
っ
た
。
二
月
に
「
関
西
セ
ミ

ナ
ー
」
が
関
西
経
済
連
合
会
と
関
西
経
済
同
友
会
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
中
国
・
韓
国
と
の
関
係
改
善
が
強
く
訴
え
ら
れ
）
63
（
た
。

そ
し
て
、
六
月
に
「
企
業
の
ア
ジ
ア
戦
略
、
五
つ
の
視
点
」
を
企
業
の
共
通
意
見
と
し
て
ま
と
め
、
政
府
に
提
言
し
た
。
そ
こ
で
は
、
中

国
に
関
し
て
「
今
後
も
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
拠
点
と
な
」
り
、「
現
地
の
文
化
や
歴
史
を
理
解
し
な
が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
」
な
ど

の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
う
え
で
、「
東
ア
ジ
ア
自
由
経
済
圏
の
実
現
」
が
提
言
さ
れ
）
64
（

た
。
関
西
経
済
同
友
会
は
「
歴
史
を
知
り
、
歴
史
を

超
え
、
歴
史
を
創
る
」
を
発
表
し
、
そ
の
骨
子
に
は
近
現
代
史
教
育
を
強
化
す
べ
き
こ
と
、
未
来
志
向
と
戦
略
的
取
り
組
み
、
幅
広
い
人

的
交
流
を
展
開
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
）
65
（

た
。
経
済
同
友
会
は
五
月
九
日
に
「
今
後
の
日
中
関
係
へ
の
提
言

―
日
中
両
国
政
府
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
」
を
発
表
し
、
日
中
関
係
を
改
善
す
る
た
め
の
相
互
理
解
や
相
互
交
流
の
促
進
な
ど
四
つ
の
提
言
を
行
っ
た
。
ま
た
さ
ら
に
首
相
の

靖
国
神
社
参
拝
に
つ
い
て
「
再
考
が
求
め
ら
れ
る
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
こ
れ
を
こ
の
時
期
に
明
言
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
一
部
の
幹

事
か
ら
異
論
が
唱
え
ら
れ
た
も
の
の
、
結
局
採
択
さ
れ
）
66
（

た
。
日
中
経
済
協
会
二
一
世
紀
日
中
関
係
展
望
委
員
会
も
九
月
に
「
新
内
閣
の
発
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足
に
あ
た
り
、
日
中
関
係
進
化
を
望
む
」
を
発
表
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
行
動
は
中
国
側
の
要
請
に
沿
っ
て
行
わ
れ
た
と
い
う
よ
り
、
対
中
国
協
調
的
な
政
策
志
向
を
も
つ
経
済
界
に
よ
る
主
導
性
と

一
貫
性
が
あ
る
主
張
と
み
た
ほ
う
が
妥
当
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
章
に
お
い
て
国
際
経
済
環
境

の
変
化
と
企
業
レ
ベ
ル
お
よ
び
財
界
レ
ベ
ル
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
、
彼
ら
の
政
策
要
求
の
形
成
要
因
を
検
討
し
て
み
た
い
。

四　

経
済
界
の
意
見
形
成
と
そ
の
背
景

　

以
上
で
述
べ
た
よ
う
な
経
済
界
と
り
わ
け
経
済
団
体
・
財
界
の
主
張
の
背
景
に
は
、
日
中
間
の
企
業
レ
ベ
ル
で
の
経
済
的
相
互
依
存
関

係
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
広
い
国
際
経
済
環
境
の
影
響
が
あ
っ
た
。

㈠　

企
業
・
業
界
レ
ベ
ル

　

二
〇
〇
一
年
以
降
、
日
中
間
の
投
資
と
貿
易
は
急
激
に
増
加
し
た
（
図
を
参
照
）。
二
〇
〇
三
年
ま
で
に
日
本
は
連
続
一
一
年
中
国
の

貿
易
相
手
国
第
一
位
だ
っ
た
。
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
続
く
第
三
位
と
な
っ
た
。
ま
た
二
〇
〇
五
年
か
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
を

抜
い
て
中
国
が
日
本
の
貿
易
相
手
国
一
位
と
な
っ
）
67
（

た
。
さ
ら
に
新
た
な
日
系
企
業
の
投
資
ブ
ー
ム
は
、
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
（
二
〇
〇
一

年
一
二
月
一
一
日
）
を
契
機
に
、
二
〇
〇
〇
年
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

し
か
し
一
方
で
、
日
中
間
の
各
産
業
に
お
け
る
競
争
あ
る
い
は
経
済
摩
擦
の
側
面
も
事
実
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
に

入
っ
て
か
ら
特
に
繊
維
製
品
、
Ｉ
Ｔ
関
連
産
業
な
ど
の
機
械
機
器
と
農
産
品
を
含
む
食
料
品
は
中
国
か
ら
の
輸
入
が
急
増
し
、
貿
易
に
お

け
る
「
中
国
脅
威
論
」
に
つ
な
が
っ
て
い
）
68
（

た
。
ま
た
急
速
な
投
資
の
増
加
は
す
べ
て
の
企
業
に
恩
恵
を
与
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

日
中
投
資
促
進
機
構
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
中
国
に
進
出
す
る
企
業
の
損
益
は
二
極
分
化
の
傾
向
を
示
し
て
い
）
69
（

た
。
利
益
を
上
げ
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た
産
業
・
企
業
も
あ
れ
ば
、
損
失
を
被
っ
た
産
業
・
企
業
も
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
産
業
・
企
業
に
よ
っ
て
中
国
認
識
に
お

い
て
温
度
差
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
日
中
の
経
済
相
互
依
存
が
さ
ら
に
深
化
す
る
な
か

で
、「
中
国
脅
威
論
」
は
徐
々
に
後
退
し
、
代
わ
っ
て
「
中
国

特
需
」
が
主
流
の
対
中
認
識
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
大
き
な

背
景
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
地
域
で
産
業
を
横
断
し
た
分
業
体
制

が
構
築
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。『
通
商
白
書
』
の
分
析
に
よ

る
と
、
二
〇
〇
三
年
の
デ
ー
タ
ー
が
示
す
よ
う
に
、
日
本
・
Ｎ

Ｉ
Ｅ
ｓ
が
中
間
財
を
生
産
し
、
中
国
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
中
間
財

を
輸
入
し
て
最
終
財
に
組
み
立
て
、
最
終
消
費
地
の
欧
米
へ
輸

出
す
る
と
い
う
「
三
角
貿
易
」
が
す
で
に
成
立
し
て
い
）
70
（
た
。
こ

の
よ
う
な
趨
勢
の
な
か
で
企
業
の
対
中
戦
略
が
急
速
に
変
わ
り
、

ま
た
そ
れ
が
企
業
間
で
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

企
業
の
中
国
認
識
も
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
）
71
（

た
。

　

具
体
的
に
い
え
ば
二
〇
〇
〇
年
ま
で
は
、
ア
パ
レ
ル
、
加
工

食
品
、
電
気
・
電
子
の
業
界
は
中
国
で
生
産
し
日
本
な
ど
に
向

け
て
輸
出
す
る
と
い
う
「
輸
出
型
」
を
優
先
す
る
戦
略
を
取
っ

て
い
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
中
国
市
場
の

図　日中貿易総額

資料：財務省『貿易統計』、1996年以降はJETROによるドル換算。
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開
拓
を
重
視
す
る
「
内
販
型
」
戦
略
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、「
輸
出
型
」
と
「
内
販
型
」
の
両
方
面
か
ら
事
業
を
展
開
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
鉄
鋼
、
石
油
化
学
、
素
材
、
家
電
、
自
動
車
、
産
業
機
械
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
多
く
の
業
種
は
、
独
資
形
態
に
よ
る
「
内
販

型
」
戦
略
を
と
る
企
業
が
増
加
し
た
。
特
に
電
気
・
電
子
業
界
で
は
「
輸
出
型
」
と
「
内
販
型
」
両
方
向
と
も
の
拡
大
が
目
立
さ
せ
、
中

国
企
業
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
や
「
包
括
提
携
」
の
構
築
が
活
発
化
し
）
72
（
た
。

　

企
業
戦
略
転
換
と
対
中
政
策
要
求
の
関
係
性
を
典
型
的
に
示
す
例
と
し
て
繊
維
産
業
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
〇
年

に
中
国
か
ら
の
輸
入
が
急
増
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
繊
維
産
業
で
は
「
中
国
脅
威
論
」
が
高
揚
し
、
中
国
製
品
に
対
し
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の

発
動
を
求
め
て
い
た
。
し
か
し
内
部
か
ら
反
対
の
意
見
が
あ
り
、
そ
れ
は
ダ
イ
エ
ー
、
イ
ト
キ
ン
な
ど
商
社
に
よ
る
開
発
輸
入
方
式
を
取

っ
て
い
る
少
数
企
業
か
ら
で
あ
っ
）
73
（
た
。
そ
の
後
、
ユ
ニ
ク
ロ
・
モ
デ
ル
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
中
国
の
巨
大
市
場
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
比
較
優
位
を
確
保
す
る
た
め
に
先
進
的
な
生
産
・
経
営
モ
デ
ル
を
と
る
べ
き
と
の
意
見
）
74
（

は
、
二
〇
〇
四
年
ご
ろ
に
な
る
と
す
で
に
主

流
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
戦
略
転
換
を
経
て
、
繊
維
産
業
の
中
で
の
中
国
脅
威
論
も
沈
静
化
し
た
。

　

電
子
産
業
に
お
い
て
は
、
組
み
立
て
部
門
の
付
加
価
値
が
低
下
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
製
造
プ
ロ
セ
ス
を
す
べ
て
自
社
で
行
う
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
に
対
す
る
見
直
し
が
迫
ら
れ
た
。
そ
の
な
か
、
組
み
立
て
を
中
国
で
行
い
、
ほ
か
の
付
加
価
値
高
い
分
野
で
比
較
優
位
を
保
つ

こ
と
が
新
た
な
戦
略
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
製
造
業
に
お
け
る
国
際
分
業
が
進
む
中
、
日
本
と
中
国
の
間
に
「
棲
み
分
け
」
の
水
平
分
業
体

制
が
成
立
し
つ
つ
あ
っ
）
75
（
た
。

　

ま
た
反
日
デ
モ
の
発
生
や
二
〇
〇
五
年
の
人
民
元
切
り
上
げ
な
ど
に
よ
る
対
中
投
資
コ
ス
ト
の
上
昇
は
企
業
に
投
資
戦
略
の
再
検
討
を

迫
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
国
内
市
場
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
企
業
は
投
資
に
対
し
依
然
強
気
の

姿
勢
を
崩
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
中
国
を
海
外
市
場
向
け
の
生
産
拠
点
と
位
置
づ
け
る
「
輸
出
型
」
企
業
の
な
か
で
は
慎
重
な
姿
勢
が
強

ま
っ
て
い
）
76
（

た
。
だ
が
対
中
投
資
戦
略
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
る
中
で
実
際
に
企
業
戦
略
の
主
流
と
な
っ
て
い
っ
た
の
は
、
中
国
を
ア
ジ

ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
主
軸
と
位
置
付
け
、
国
内
市
場
へ
の
浸
透
を
図
り
つ
つ
、
ア
ジ
ア
地
域
統
括
会
社
を
設
立
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
）
77
（
た
。
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す
な
わ
ち
、
生
産
拠
点
を
撤
退
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、「
チ
ャ
イ
ナ
＋
ワ
ン
」
論
、
つ
ま
り
中
国
を
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
事
業
拠
点
に
し

つ
つ
、
東
南
ア
ジ
ア
で
生
産
拠
点
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
分
散
を
図
る
と
い
う
戦
略
が
広
く
共
有
さ
れ
）
78
（

た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
五
年

か
ら
卸
・
小
売
業
が
先
行
す
る
サ
ー
ビ
ス
・
非
製
造
業
の
対
中
投
資
が
大
幅
に
増
加
し
、
日
中
の
相
互
依
存
関
係
が
よ
り
一
層
深
ま
っ
て

い
）
79
（
た
。
こ
う
し
て
日
本
―
中
国
―
欧
米
と
い
う
「
三
角
貿
易
」
は
さ
ら
な
る
高
度
化
の
局
面
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
）
80
（
た
。

㈡　

財
界
レ
ベ
ル
：
特
殊
協
力
方
式
か
ら
の
脱
皮

　

こ
の
時
期
に
お
い
て
、
企
業
レ
ベ
ル
の
認
識
と
戦
略
だ
け
で
は
な
く
、
財
界
レ
ベ
ル
に
よ
る
日
中
経
済
協
力
の
様
式
も
ま
た
変
容
し
て

い
た
。
こ
の
変
容
に
つ
い
て
は
、
日
中
経
済
協
会
と
経
団
連
合
同
の
訪
中
団
と
中
国
側
の
協
議
内
容
か
ら
窺
え
る
。
こ
の
訪
中
団
は
長
期

貿
易
取
決
め
締
結
を
き
っ
か
け
に
毎
年
行
わ
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
財
界
と
中
国
政
治
指
導
者
の
直
接
対
話
・
協
力
意
思
の
再
確
認
の
場

と
も
な
っ
て
い
る
。
一
九
七
八
年
に
財
界
の
強
い
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
長
期
貿
易
取
決
め
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て

日
中
関
係
の
一
つ
の
基
盤
で
あ
っ
た
。
取
決
め
の
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
中
国
側
が
石
油
な
ど
の
資
源
を
日
本
に
輸
出
し
、
日
本
側
が
技

術
協
力
を
含
め
プ
ラ
ン
ト
を
中
国
に
輸
出
す
る
と
い
う
大
型
契
約
で
あ
っ
た
。
日
本
側
に
と
っ
て
そ
の
目
的
と
意
義
は
、
石
油
輸
入
の
多

元
化
を
図
る
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
強
化
す
る
こ
と
よ
り
も
、
ま
だ
十
分
に
国
際
経
済
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
中

国
に
対
す
る
プ
ラ
ン
ト
の
輸
出
を
推
進
す
る
こ
と
に
あ
っ
）
81
（

た
。
一
九
七
九
年
に
取
決
め
関
連
の
プ
ラ
ン
ト
輸
出
に
契
約
留
保
が
発
生
す
る

と
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
円
借
款
の
発
動
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
対
中
プ
ラ
ン
ト
輸
出
は
政
府
間
保
障
を
得
る
こ
と
に
な
り
、
対
中

国
貿
易
の
リ
ス
ク
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
）
82
（

た
。
こ
の
よ
う
に
長
期
貿
易
取
決
め
は
、
日
中
の
経
済
協
力
を
財
界
が
先
行
す
る
形
で
行
う
と
い

う
特
殊
方
式
の
代
表
例
で
あ
っ
た
。
当
初
は
「
エ
ン
ド
レ
ス
」
と
ま
で
言
わ
れ
た
こ
の
取
決
め
で
あ
っ
た
が
、
三
回
の
継
続
を
経
た
後
、

二
〇
〇
〇
年
に
再
度
期
限
切
れ
の
時
期
を
迎
え
た
。
中
国
側
の
石
油
輸
出
が
さ
ら
に
困
難
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
交
渉
が
難
航
す
る
な

か
、
日
中
の
今
後
の
協
力
方
式
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
）
83
（

た
。
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そ
う
し
た
な
か
、
二
〇
〇
〇
年
度
訪
中
団
と
の
会
見
で
朱
鎔
基
総
理
は
、
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
以
降
も
日
本
と
は
大
変
特
殊
な
関
係
に

あ
る
と
強
調
し
、
日
本
経
済
界
と
の
新
た
な
特
殊
協
力
方
式
を
模
索
し
た
。
中
国
側
は
実
務
レ
ベ
ル
の
交
流
に
お
い
て
、
日
中
貿
易
額
が

中
国
貿
易
総
額
全
体
に
占
め
る
割
合
が
低
下
し
て
い
る
な
か
、
新
た
な
協
力
方
式
、
新
た
な
フ
ァ
ク
タ
ー
の
育
成
が
必
要
だ
と
提
案
し
）
84
（
た
。

そ
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
西
部
開
発
な
ど
の
内
陸
協
力
（
二
〇
〇
三
年
か
ら
は
東
北
振
興
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
示
し
、
こ
れ
を
毎
年

の
よ
う
に
繰
り
返
し
日
本
側
に
紹
介
し
、
協
力
へ
の
強
い
期
待
を
示
し
）
85
（

た
。

　

た
だ
経
団
連
と
日
本
企
業
の
考
え
は
中
国
側
の
思
惑
と
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
。
日
中
経
済
協
会
は
懸
命
な
努
力
を
通
じ
て

長
期
貿
易
の
継
続
に
何
と
か
成
功
し
た
が
、
西
部
開
発
に
つ
い
て
は
経
産
省
と
も
協
力
し
て
企
業
に
説
明
し
た
も
の
の
、
投
資
の
招
致
効

果
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
）
86
（
た
。
経
団
連
も
西
部
開
発
な
ど
に
示
し
た
関
心
は
限
定
的
で
、
一
方
で
北
京
―
上
海
高
速
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
協
力
す
る
意
思
を
毎
年
繰
り
返
し
表
明
し
た
。
し
か
し
結
局
そ
の
要
望
も
国
民
感
情
の
悪
化
な
ど
で
実
現
さ
れ
な
か
っ
）
87
（

た
。
そ
の

な
か
二
〇
〇
二
年
の
訪
中
団
と
の
会
見
に
応
じ
た
呉
儀
（
国
務
委
員
）
は
、
中
国
の
改
革
開
放
で
一
番
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
た
の
は
日
本
の

企
業
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に
多
く
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
と
、
経
済
界
の
協
力
姿
勢
の
欠
如
を
暗
に
批
判
し
）
88
（

た
。
ま
た
二
〇
〇
四
年
度
の

訪
中
団
と
の
会
談
で
も
、
温
家
宝
は
冒
頭
で
政
治
問
題
に
言
及
し
、
日
本
の
政
治
家
を
批
判
し
）
89
（
た
。

　

た
だ
こ
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
財
界
と
中
国
の
関
係
悪
化
を
必
ず
し
も
意
味
し
て
い
な
い
。
経
団
連
側
か
ら
も
長
期
貿
易
取
決
め

以
外
の
、
既
存
の
企
業
レ
ベ
ル
の
経
済
協
力
を
基
盤
と
す
る
新
た
な
協
力
方
式
と
対
話
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
探
っ
て
い
た
。
二
〇
〇
二
年
に
旧

経
団
連
と
日
経
連
が
合
併
し
、
日
本
経
団
連
と
い
う
新
た
な
体
制
と
し
て
出
発
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
経
団
連
の
中
国
委
員
会
の
下
二
〇

〇
三
年
一
月
に
対
中
国
通
商
問
題
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が
新
た
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
の
中
国
と
の

通
商
・
経
済
関
係
の
拡
大
に
向
け
て
」
と
題
す
る
提
言
が
発
表
さ
れ
た
。
提
言
は
、
企
業
の
要
望
を
代
表
し
て
中
国
政
府
に
克
服
を
求
め

る
課
題
を
主
な
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
）
90
（

た
。
さ
ら
に
そ
の
提
言
に
基
づ
き
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
新
た
に
「
日
中
通
商
対
話
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」
を
毎
年
中
国
に
派
遣
し
、
商
務
部
な
ど
の
実
務
レ
ベ
ル
と
の
政
策
対
話
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
構
築
し
、
中
国
側
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
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化
を
図
っ
）
91
（
た
。
ほ
か
に
も
、
環
境
植
林
モ
デ
ル
事
業
を
推
進
し
た
）
92
（
り
、
毎
年
中
国
企
業
連
合
会
と
の
共
催
で
日
中
産
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
た
り
、
中
日
韓
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
共
催
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
側
と
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
充
実
化
さ
せ
）
93
（

た
。
す

な
わ
ち
こ
の
時
期
、
日
中
の
経
済
協
力
に
お
い
て
財
界
が
企
業
に
先
行
す
る
と
い
う
特
殊
方
式
が
解
消
さ
れ
、
企
業
の
自
主
行
動
に
続
い

て
財
界
が
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
よ
り
一
般
的
な
方
式
が
主
体
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
靖
国
参
拝
批
判
に
つ
い
て
、
経
済
同
友
会
が
経
団
連
と
違
う
対
応
を
取
っ
た
理
由
を
中
心
に
検
討
し
て
み
た
い
。
同
友
会
は

一
貫
し
て
首
相
の
靖
国
参
拝
に
異
論
を
申
し
出
た
ほ
か
、
元
代
表
の
小
林
陽
太
郎
が
新
二
一
世
紀
日
中
友
好
委
員
会
の
座
長
を
務
め
、
後

任
の
北
城
恪
太
郎
（
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
会
長
、
二
〇
〇
三
年
四
月
〜
二
〇
〇
七
年
四
月
経
済
同
友
会
代
表
幹
事
）
が
共
同
歴
史
研
究
を
提
唱
す
る
な
ど
、

日
中
関
係
の
改
善
に
力
を
発
揮
し
）
94
（
た
。
北
城
も
経
済
同
友
会
代
表
幹
事
と
し
て
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
に
首
相
の
靖
国
参
拝
は
「
控
え
て

も
ら
っ
た
方
が
よ
い
」
と
言
い
切
る
な
ど
、
明
確
に
批
判
し
て
い
）
95
（

た
。

　

こ
う
し
た
経
済
同
友
会
の
靖
国
参
拝
へ
の
批
判
は
、
日
中
の
特
殊
関
係
の
構
築
と
い
う
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
を
念
頭
に
お
き
ア
メ

リ
カ
・
東
南
ア
ジ
ア
と
の
関
係
を
考
慮
し
た
上
で
の
、
日
本
の
成
長
戦
略
を
考
慮
し
た
国
益
に
基
づ
く
行
動
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
前

述
の
よ
う
に
、
日
中
の
経
済
協
力
に
お
い
て
財
界
レ
ベ
ル
特
に
経
団
連
の
行
動
様
式
は
財
界
が
先
行
す
る
特
殊
方
式
に
取
っ
て
代
わ
り
、

企
業
の
自
主
行
動
に
続
い
て
財
界
が
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
一
般
方
式
が
主
体
に
な
っ
て
き
た
こ
と
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
。

　

同
友
会
は
従
来
か
ら
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
連
携
を
重
視
し
、
一
九
七
四
年
か
ら
「
日
本
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
営
者
会
議
」
を
立
ち
上
げ

て
い
た
。
ま
た
同
友
会
が
構
想
し
た
東
ア
ジ
ア
共
同
体
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
連
携
を
ベ
ー
ス
と
し
て
そ
こ
に
中
国
を
巻
き
込
も
う
と
す
る

も
の
だ
っ
）
96
（

た
。
二
〇
〇
二
年
度
の
提
言
、「
自
由
貿
易
協
定
を
核
に
東
ア
ジ
ア
の
経
済
連
帯
を
〜
日
本
は
実
現
に
向
け
て
、
率
先
垂
範
す

べ
し
〜
」
の
中
で
は
、「
東
ア
ジ
ア
」
地
域
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
を
核
に
香
港
・
台
湾
を
加
え
た
範
囲
と
し
、
ま
た
中
国
を
東
ア
ジ
ア
の

一
員
と
し
て
、
中
国
と
の
対
話
を
深
め
る
必
要
が
強
調
さ
れ
）
97
（

た
。
二
〇
〇
四
年
の
日
本
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
営
者
会
議
は
同
年
一
一
月
に
開

催
予
定
だ
っ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
プ
ラ
ス
３
首
脳
会
議
に
向
け
て
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
の
設
立
を
」
を
題
と
す
る
共
同
声
明
を
採
択
し
、
韓
国
、
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中
国
を
含
め
た
東
ア
ジ
ア
共
同
体
を
早
急
に
構
築
す
る
こ
と
を
強
く
要
請
し
）
98
（
た
。

　

二
〇
〇
五
年
一
月
に
、
同
友
会
は
「
日
米
間
年
間
貿
易
額
と
日
中
間
年
間
貿
易
額
の
逆
転
に
つ
い
て
」
の
代
表
幹
事
発
言
に
お
い
て
、

日
中
両
国
の
経
済
交
流
と
関
係
の
構
築
は
、
日
本
の
長
期
的
な
国
益
に
適
う
も
の
で
あ
る
と
の
意
見
を
表
明
し
）
99
（
た
。
続
い
て
二
月
に
は

「
東
ア
ジ
ア
通
貨
単
位
」
の
創
出
を
提
言
し
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
中
で
の
日
中
関
係
の
重
要
性
を
訴
え
つ
つ
、「
円
を
捨
て
る
」
考
え
方
さ

え
提
起
し
）
100
（

た
。
さ
ら
に
五
月
九
日
に
は
「
今
後
の
日
中
関
係
へ
の
提
言

―
日
中
両
国
政
府
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
発
表
し
た
。
提
言
の

中
で
靖
国
問
題
に
言
及
す
る
に
あ
た
っ
て
、
前
述
の
よ
う
に
内
部
か
ら
も
異
論
が
唱
え
ら
れ
た
が
、
北
城
代
表
幹
事
は
靖
国
問
題
を
主
体

的
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
小
泉
首
相
の
後
任
者
に
向
け
て
発
信
す
べ
き
だ
と
主
張
し
内
部
の
異
論
を
抑
え
）
101
（

た
。

　

二
〇
〇
六
年
に
ふ
た
た
び
同
友
会
は
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
実
現
に
向
け
て
の
提
言

―
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
信
頼
醸
成
を
め
ざ
し
て
」

を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
中
で
中
国
、
韓
国
と
の
首
脳
会
談
の
早
期
実
現
、
東
ア
ジ
ア
外
交
の
戦
略
的
重
視
を
要
請
し
）
102
（

た
。

　

一
方
で
、
日
本
経
団
連
の
御
手
洗
冨
士
夫
会
長
は
、
同
友
会
の
や
り
方
か
ら
距
離
を
置
い
て
、「
経
団
連
は
過
去
に
（
靖
国
神
社
に
関
す

る
見
解
を
）
と
り
ま
と
め
た
こ
と
も
な
い
し
、
こ
れ
か
ら
も
予
定
は
な
い
。
そ
れ
は
政
治
の
仕
事
だ
」
と
述
べ
た
う
え
で
、「
靖
国
参
拝

が
中
国
と
の
経
済
関
係
で
障
害
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
」
と
し
）
103
（
た
。

　

こ
の
よ
う
に
経
済
同
友
会
と
経
団
連
の
間
で
、
政
府
へ
の
働
き
掛
け
に
違
い
が
存
在
し
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
ま
ず
経
団
連
が
企
業

ベ
ー
ス
で
、
同
友
会
は
個
人
ベ
ー
ス
で
参
加
す
る
と
い
う
両
団
体
の
メ
ン
バ
ー
構
成
に
相
違
が
存
在
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
両

団
体
が
掲
げ
て
い
る
理
念
が
異
な
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
同
友
会
は
「
革
新
」
を
自
ら
の
特
徴
だ
と
主
張
し
、
そ
れ
に
対
し
経
団
連
は

現
政
権
と
の
対
立
を
で
き
る
限
り
避
け
よ
う
と
す
る
伝
統
も
持
っ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
経
団
連
が
歴
史
問
題
に
つ
い
て
小
泉
政
権
に
対
し
明
確
に
反
対
す
る
態
度
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
必
ず
し
も

経
団
連
が
中
国
と
の
関
係
改
善
に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
な
い
。
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五　

終
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
反
日
デ
モ
前
後
の
時
期
に
お
け
る
経
済
界
の
様
々
な
認
識
（
政
策
選
好
）
と
そ
の
変
化
を
跡
づ
け
た
。
ま
た
そ
の
形

成
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
国
際
経
済
環
境
、
中
国
と
の
経
済
関
係
と
い
っ
た
影
響
要
素
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
。

　

中
国
経
済
と
の
関
係
が
競
争
的
な
関
係
か
ら
相
互
依
存
の
関
係
に
変
わ
る
に
つ
れ
て
、
企
業
・
業
界
の
、
中
国
政
策
に
対
す
る
要
求
も

強
硬
な
も
の
か
ら
よ
り
協
調
的
な
も
の
に
変
わ
っ
て
い
た
。
財
界
の
役
割
は
、
自
ら
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
日
中
の
特
殊
な
協
力
関
係
を
構

築
す
る
こ
と
か
ら
、
企
業
レ
ベ
ル
の
要
望
と
利
益
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
も
の
に
転
換
し
た
と
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
日
本
企
業
は
経

済
活
動
を
行
う
際
に
、
政
府
・
政
治
の
影
響
を
避
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
）
104
（

が
、
反
日
デ
モ
を
契
機
に
、
個
別
と
団
体
活
動
の
両
方

を
通
し
て
日
中
両
方
の
政
府
と
世
論
に
向
け
て
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

最
後
に
、「
政
冷
経
熱
」
と
い
う
言
葉
は
経
済
界
が
政
治
関
係
に
対
し
て
無
関
心
で
あ
り
、
経
済
的
相
互
依
存
の
深
化
が
政
治
関
係
改

善
に
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
経
済
関
係
の
深
化
を
背
景
に
経
済

界
は
確
実
か
つ
着
実
に
政
策
要
求
を
形
成
し
、
変
容
さ
せ
、
発
信
し
て
き
た
。
二
〇
〇
六
年
に
お
け
る
日
中
関
係
の
「
氷
を
砕
い
た
」
戦

略
的
互
恵
関
係
の
構
築
は
、
企
業
レ
ベ
ル
の
相
互
依
存
の
深
化
と
そ
の
政
策
要
求
に
応
え
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）　

毛
里
和
子
『
日
中
関
係

―
戦
後
か
ら
新
時
代
へ
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
六
年
）。
国
分
良
成
他
「
座
談
会　

日
中
関
係
の
構
造
変
化
に
目

を
向
け
よ
」『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
二
〇
〇
八
年
五
月
。M

ing W
an, Sino-Japanese Relations: Interaction, Logic, and Transform

ation, 
Stanford U

niversity Press, 2006.

（
２
）　

例
え
ばW

ang Jisi, 

“The China-Japan-U
S Triangle: A Pow

er Balance Analysis

”, in G
erald Curtis, Ryosei Kokubun, and W

ang 
Jisi ed. G

etting the Triangle Straight: M
anaging China-Japan-U

S Relationship, Japan Center for International Exchange, 2010. 
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佐
藤
壮
「
中
国
の
台
頭
と
日
米
安
全
保
障
体
制
」
宇
野
重
昭
・
唐
燕
霞
編
『
転
機
に
立
つ
日
中
関
係
と
ア
メ
リ
カ
』（
国
際
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）。

封
永
平
「
大
国
崛
起
的
安
全
困
境
与
中
日
関
係
」『
現
代
国
際
関
係
』
二
〇
〇
五
年
一
二
期
な
ど
。

（
３
）　

帰
泳
涛
「
日
本
に
お
け
る
新
保
守
主
義
の
台
頭
と
中
・
米
・
日
関
係
」
前
掲
注
（
２
）『
転
機
に
立
つ
日
中
関
係
と
ア
メ
リ
カ
』。
家
近
亮
子

「
歴
史
認
識
問
題
」
家
近
亮
子
・
松
田
康
博
・
段
瑞
聡
編
著
『
岐
路
に
立
つ
日
中
関
係

―
過
去
と
の
対
話
・
未
来
へ
の
模
索
』（
晃
洋
書
房
、
二

〇
〇
七
年
）。
朱
鋒
「
権
力
変
更
、
認
同
対
立
与
戦
略
選
択

―
中
日
関
係
的
戦
略
未
来
」『
世
界
経
済
与
政
治
』
二
〇
〇
七
年
第
三
期
。
李
健
民

『
冷
戦
後
的
中
日
関
係
史
一
九
八
九
―
二
〇
〇
六
』（
中
国
経
済
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
４
）　

唯
一
の
例
外
と
言
え
る
の
は
貴
家
の
研
究
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
日
中
関
係
つ
い
て
、
中
国
側
の
非
国
家
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
地
方
政
府
と
日

米
の
自
動
車
産
業
と
の
提
携
を
事
例
に
、
経
済
関
係
が
政
治
関
係
に
与
え
る
促
進
作
用
を
論
じ
て
い
る
。Katsuhiro Sasuga, 

“Cooperation 
and com

petition in the Chinese autom
obile Industry: The Em

erging Architecture of China-Japan-U
S Econom

ic Relations

”, in 
G
erald Curtis, Ryosei Kokubun, and W

ang Jisi ed. G
etting the Triangle Straight: M

anaging China-Japan-U
S Relationship.

（
５
）　

国
分
良
成
「
冷
戦
終
結
後
の
日
中
関
係

―
『
七
二
年
体
制
』
の
転
換
」『
国
際
問
題
』
二
〇
〇
一
年
一
月
。

（
６
）　M

ichel Yahuda, 

“The Lim
its of Econom

ic Interdependence: Sino-Japanese Relations

”, in Alastair Iain Johnson and Robert 
S. Ross, eds. N

ew D
irections in the Study of China

’s Foreign Policy, U
niversity of California U

niversity Press, 2006.

（
７
）　

劉
江
永
に
よ
れ
ば
、
二
一
世
紀
初
頭
に
お
け
る
日
中
関
係
の
「
政
冷
経
熱
」
現
象
は
、
一
九
九
〇
年
代
な
か
ば
を
起
源
と
し
て
い
る
が
、
小
泉

内
閣
期
の
日
中
関
係
の
も
っ
と
も
顕
著
な
特
徴
で
あ
り
、
ま
た
二
〇
〇
四
年
に
は
「
政
冷
経
熱
」
を
使
っ
て
日
中
関
係
を
特
徴
付
け
る
の
が
一
般

的
と
な
っ
た
と
い
う
。
本
稿
で
い
う
「
政
冷
経
熱
」
期
は
、
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
六
年
ま
で
の
小
泉
内
閣
期
に
限
定
さ
れ
る
。
劉
江
永
『
中
国
与

日
本
：
変
化
中
的
「
政
冷
経
熱
」
関
係
』（
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
二
―
四
頁
、
二
四
頁
。

（
８
）　

緒
方
貞
子
に
よ
れ
ば
、
経
済
界
は
「
財
界
」、「
業
界
」、「
企
業
」
の
三
つ
の
層
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
人
的
集
団
で
あ
り
、
ま
た
「
財
界
」
は

一
般
的
に
経
済
団
体
連
合
会
（
経
団
連
）、
日
本
商
工
会
議
所
（
日
商
）、
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
（
日
経
連
）、
経
済
同
友
会
の
四
団
体
を
中
心

と
す
る
経
済
団
体
と
そ
の
指
導
者
を
指
す
。
緒
方
貞
子
「
日
本
の
対
外
政
策
決
定
過
程
と
財
界
」、
細
谷
千
博
・
綿
貫
譲
治
編
『
対
外
政
策
決
定

の
日
米
比
較
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
七
年
）。
な
お
二
〇
〇
二
年
に
旧
経
団
連
と
日
経
連
が
併
合
し
、
日
本
経
団
連
と
な
っ
た
。
関
西
財

界
と
い
う
呼
び
方
も
あ
り
、
そ
の
指
導
部
は
関
西
経
済
連
合
会
、
大
阪
商
工
会
議
所
、
関
西
経
済
同
友
会
、
関
西
経
営
者
協
会
、
大
阪
工
業
会
の

五
つ
の
総
合
経
済
団
体
で
あ
っ
た
（『
関
西
財
界
外
史
（
戦
後
編
）』
関
西
経
済
連
合
会
、
一
九
七
八
年
、
二
七
〇
頁
）。

（
９
）　

徐
之
先
編
著
『
中
日
関
係
三
十
年
一
九
七
二
―
二
〇
〇
二
』（
時
事
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
お
よ
び
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
ド
リ
フ
テ
「『
特
殊
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な
』
関
係
か
ら
『
普
通
の
』
関
係
へ
」
加
々
美
光
行
編
著
『
中
国
内
外
政
治
と
相
互
依
存
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
）
は
日
中
関
係
が

「
特
殊
」
関
係
か
ら
「
普
通
」
の
関
係
に
転
換
し
た
と
提
起
し
た
が
、
経
済
界
が
主
体
と
な
る
日
中
に
お
け
る
経
済
協
力
の
方
式
の
転
換
に
つ
い

て
述
べ
て
い
な
か
っ
た
。

（
10
）　

伊
藤
元
重
（
正
論
）「
中
国
脅
威
論
に
惑
わ
さ
れ
る
な
」『
産
経
新
聞
』
二
〇
〇
二
年
八
月
一
日
。

（
11
）　

日
本
貿
易
振
興
会
「
日
本
市
場
に
お
け
る
中
国
製
品
の
競
争
力
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
二
〇
〇
一
年
八
月
。

（
12
）　

兪
敏
浩
「
中
国
の
対
外
経
済
政
策
決
定
過
程
に
関
す
る
一
考
察

―
日
中
農
産
物
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
問
題
を
事
例
と
し
て
」『
法
学
政
治
学
論

究
』
二
〇
〇
七
年
、
七
五
号
。
お
よ
び
、
和
田
芳
隆
「
検
証　

セ
ー
フ
ガ
ー
ド
は
な
ぜ
発
動
さ
れ
た
か
」『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
二
〇
〇
二
年
四
月

二
三
日
、
八
八
―
九
三
頁
。

（
13
）　
「
日
本
タ
オ
ル
工
業
組
合
連
合
会
」
が
八
月
は
じ
め
に
早
期
発
動
を
求
め
経
済
産
業
省
に
陳
情
す
る
前
に
、
連
合
会
加
盟
の
一
〇
社
が
「
発
動

反
対
意
見
書
」
を
提
出
し
た
（『
産
経
新
聞
』
二
〇
〇
一
年
八
月
二
〇
日
）。
ま
た
暫
定
発
動
に
対
す
る
報
復
措
置
と
し
て
中
国
は
日
本
か
ら
の
輸

出
車
両
に
一
〇
〇
％
の
関
税
を
か
け
る
こ
と
を
決
め
た
が
、
こ
の
争
議
は
結
局
日
中
協
議
で
決
着
し
、
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
本
発
動
が
回
避
さ
れ
た
。

（
美
甘
哲
秀
「
日
中
関
係
に
波
紋
を
投
げ
か
け
る
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
問
題
」『
日
中
経
協
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
、
六
〇
―
六
四
頁
）。

（
14
）　

前
掲
注
（
10
）「
中
国
脅
威
論
に
惑
わ
さ
れ
る
な
」。

（
15
）　
「
日
中
交
流
と
日
本
の
戦
略
」『
関
経
連
四
季
報
（
中
国
経
済
）』
二
〇
〇
二
年
冬
、
第
六
八
号
、
三
〇
頁
。

（
16
）　
『
産
経
新
聞
』
二
〇
〇
二
年
一
一
月
二
三
日
。

（
17
）　

前
掲
注
（
15
）「
日
中
交
流
と
日
本
の
戦
略
」、
二
八
頁
。

（
18
）　

同
右
、
三
〇
―
三
一
頁
。
お
よ
び
「
日
中
経
済
討
論
会

―
二
一
世
紀
の
日
中
経
済
関
係　

中
国
は
脅
威
か
チ
ャ
ン
ス
か
」『
経
済
人
』
二
〇

〇
一
年
一
二
月
、
三
六
―
三
九
頁
。

（
19
）　

国
吉
澄
夫
「
中
国
企
業
の
虚
像
・
実
像
と
日
本
製
造
業
」『
日
中
経
協
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
〇
二
年
二
月
、
二
―
三
頁
。

（
20
）　
『
産
経
新
聞
』
二
〇
〇
二
年
二
月
一
五
日
。

（
21
）　

佐
藤
雄
二
朗
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）「
空
洞
化
と
い
う
考
え
が
時
代
遅
れ
」『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
二
〇
〇
二
年
二
月
四
日
、
四
〇
―
四
一
頁
。

（
22
）　

立
石
信
雄
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）「
二
一
世
紀
に
残
さ
れ
た
巨
大
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
二
〇
〇
二
年
二
月
四
日
、
四
二
―
四
三

頁
。

（
23
）　
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

御
手
洗
冨
士
夫
キ
ャ
ノ
ン
社
長
」『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
二
〇
〇
二
年
四
月
八
日
、
八
―
九
頁
。
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（
24
）　

ほ
か
の
個
人
意
見
は
前
掲
注
（
15
）「
日
中
交
流
と
日
本
の
戦
略
」
に
も
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
25
）　
「
今
月
の
視
点　

副
会
長
に
聞
く　

斎
藤
宏
」『
日
中
経
協
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
〇
四
年
九
月
、
三
頁
。

（
26
）　

た
と
え
ば
、
第
八
回
日
中
産
業
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
の
第
二
部
の
テ
ー
マ
「
日
中
ビ
ジ
ネ
ス
の
新
た
な
ア
ラ
イ
ン
ス
」、
奥
田
（
日
本
経
団
連
会

長
）「
第
八
回
日
中
産
業
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム　

新
し
い
次
元
へ
進
化
す
る
日
中
経
済
関
係
」『
経
済Trend

』、
二
〇
〇
四
年
一
月
四
二
―
四
三
頁
。

ま
た
浦
上
清
「
日
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
考
え
る
視
点
と
課
題

―
電
子
産
業
を
中
心
と
し
て
」『
日
中
経
協
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
〇
四

年
七
月
、
四
―
九
頁
。

（
27
）　

勝
俣
恒
久
（
日
本
経
団
連
中
国
委
員
会
企
画
部
会
長
・
東
京
電
力
副
社
長
）「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
の
中
国
経
済
を
ど
う
見
る
か
」『
経
済Trend

』

二
〇
〇
二
年
八
月
、
二
六
頁
。

（
28
）　

長
谷
川
康
司
（
日
本
経
団
連
ア
ジ
ア
大
洋
州
地
域
委
員
会
前
企
画
部
会
長
）「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
経
済
連
携
強
化
を
」『
経
済Trend

』
二
〇

〇
二
年
八
月
、
二
七
頁
。

（
29
）　
『
産
経
新
聞
』
二
〇
〇
一
年
七
月
一
四
日
、
二
〇
〇
四
年
九
月
九
日
。

（
30
）　

こ
の
委
員
会
は
二
〇
〇
二
年
に
設
置
さ
れ
た
。「
日
中
関
係
の
進
化
を
求
め
て

―
そ
の
理
念
と
課
題

―
相
互
信
頼
、
未
来
創
新
、
知
的
進

化
、
世
界
貢
献
へ
の
途
」『
日
中
経
協
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
〇
三
年
六
月
、
二
―
一
一
頁
。

（
31
）　
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）「
増
進
交
流　

拡
大
合
作

―
訪
日
中
通
商
対
話
代
表
団
団
長
篠
原
厳
」『
人
民
日
報
』
二
〇
〇
四
年
三
月
二
四
日
。

（
32
）　
『
産
経
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
六
月
二
日
。

（
33
）　

吉
井
毅
（
経
団
連
中
国
委
員
会
企
画
部
会
長
・
新
日
本
製
鉄
常
任
監
査
役
）「
日
中
関
係
を
ど
う
考
え
て
い
く
か
」『
月
刊Keidanren

』
二
〇

〇
一
年
三
月
、
四
〇
―
四
一
頁
。
こ
の
提
言
の
策
定
は
、
一
九
九
九
年
に
設
置
し
た
「
二
十
一
世
紀
の
日
中
関
係
の
あ
り
方
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン

グ
・
グ
ル
ー
プ
」
の
検
討
結
果
で
あ
っ
た
。

（
34
）　

国
分
良
成
「
新
日
中
友
好
二
一
世
紀
委
員
会

―
過
去
五
年
の
軌
跡
」『
東
亜
』
二
〇
〇
八
年
九
月
、
四
九
五
号
、
二
六
頁
。

（
35
）　
「
Ｊ
Ｃ
Ｅ
Ａ
ニ
ュ
ー
ス
」『
日
中
経
協
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
〇
四
年
一
二
月
、
三
二
頁
お
よ
び
「
今
月
の
視
点　

新
大
使
に
聞
く
」
同
誌
二
〇
〇

五
年
一
月
、
二
頁
。

（
36
）　

毛
里
、
前
掲
注
（
１
）、
お
よ
び
清
水
美
和
『
中
国
が
「
反
日
」
を
捨
て
る
日
』
講
談
社
＋
α
新
書
、
二
〇
〇
六
年
を
参
照
。

（
37
）　

二
〇
〇
五
年
三
月
二
八
日
に
『
国
際
先
駆
導
報
』（
新
華
社
通
信
発
行
）
が
最
初
に
「
朝
日
啤
酒
賛
助
日
本
歪
曲
歴
史
教
科
書
」
を
掲
載
し
、

三
一
日
お
よ
び
四
月
八
日
に
「
再
調
査
」
な
ど
の
記
事
を
載
せ
ら
れ
た
。
そ
の
な
か
で
は
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
、
三
菱
重
工
業
、
日
野
自
動
車
な
ど
は
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「
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
作
る
会
」
に
「
多
額
の
資
金
援
助
を
行
っ
て
い
る
」
な
ど
と
報
じ
ら
れ
た
。
ほ
か
に
は
楽
紹
延
「
日
企
為
支
持
教
科
書

事
件
開
脱
責
任
」『
経
済
参
考
報
』
四
月
四
日
な
ど
が
あ
る
。

（
38
）　
「
薄
煕
来
商
務
部
部
長
、
中
日
両
国
の
経
済
協
力
拡
大
を
希
望
」
二
〇
〇
五
年
四
月
五
日
、http://w

w
w.china-em

bassy.or.jp/jpn/jm
hz/

t190187.htm

、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
五
日
閲
覧
。

（
39
）　
『
産
経
新
聞
』
二
〇
〇
五
年
四
月
一
一
日
、
四
月
一
三
日
。

（
40
）　
「
中
日
政
冷
経
熱
難
持
久　

薄
煕
来
為
抵
製
日
貨
降
温
」
四
月
二
五
日
、http://new

s.xinhuanet.com
/fortune/2005-04/25/content_ 

2864700.htm

、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
五
日
閲
覧
。

（
41
）　
「
第
四
三
回　

関
西
財
界
セ
ミ
ナ
ー
」『
経
済
人
』
二
〇
〇
五
年
四
月
、
三
頁
。

（
42
）　
「
二
〇
〇
五
年
度
日
中
経
済
協
会
訪
中
代
表
団
概
要
」『
日
中
経
協
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
〇
五
年
一
一
月
、
一
三
頁
。『
産
経
新
聞
』
二
〇
〇
五

年
九
月
二
五
日
。

（
43
）　
『
産
経
新
聞
』
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
二
二
日
、
二
四
日
、
二
五
日
。
報
道
に
よ
れ
ば
こ
の
会
談
は
中
国
側
が
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
た
も
の
で
あ
っ

た
が
、
当
初
は
秘
密
に
さ
れ
て
い
た
。

（
44
）　
「
日
中
友
好
七
団
体
会
長
訪
中
、
協
会
千
速
会
長
胡
錦
涛
主
席
と
会
見
」『
日
中
経
協
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
〇
六
年
五
月
、
四
一
頁
。

（
45
）　

鈴
木
貴
元
（
み
ず
ほ
総
研
）「
中
国
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
度　

中
国
関
連
銘
柄
の
株
価
下
落
率
八
・
四
％
」『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
二
〇
〇
五
年
五
月

三
一
日
、
八
二
―
八
三
頁
。

（
46
）　

谷
村
真
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
国
際
経
済
課
）「
日
本
企
業
は
中
国
国
内
市
場
重
視
へ
」『
ジ
ェ
ト
ロ
セ
ン
サ
ー
』
二
〇
〇
六
年
六
月
号
、
四
六
―
四
七

頁
。

（
47
）　
「
ア
ン
ケ
ー
ト　

反
日
デ
モ
に
対
す
る
産
業
界
の
反
応
」『
財
界
』
二
〇
〇
五
年
五
月
二
四
日
、
三
五
頁
。

（
48
）　

山
口
敦
雄
「
日
本
製
紙
の
場
合　

合
弁
相
手
を
信
用
で
き
な
く
な
っ
た
」『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
二
〇
〇
五
年
五
月
三
一
日
号
、
七
八
頁
。

（
49
）　

瀬
戸
雄
三
（
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
相
談
役
）「
経
済
を
通
じ
た
国
際
交
流
」『
財
界
』
二
〇
〇
六
年
一
月
十
七
日
号
、
一
四
〇
―
一
四
三
頁
、
お
よ
び

『
産
経
新
聞
』
二
〇
〇
五
年
四
月
一
日
。

（
50
）　

立
石
信
雄
（
海
外
事
業
活
動
関
連
協
議
会
会
長
、
オ
ム
ロ
ン
相
談
役
）「
企
業
の
社
会
的
責
任
が
導
く
中
国
の
持
続
的
な
経
済
成
長

―
Ｃ
Ｂ

Ｃ
Ｃ
中
国
Ｃ
Ｓ
Ｒ
対
話
ミ
ッ
シ
ョ
ン
報
告
」『
経
済Trend

』
二
〇
〇
四
年
一
二
月
、
四
二
―
四
三
頁
。

（
51
）　
「
日
中
経
済
討
論
会
二
〇
〇
五
」『
経
済
人
』
二
〇
〇
六
年
一
月
、
八
―
九
頁
。
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（
52
）　

前
掲
注
（
47
）「
ア
ン
ケ
ー
ト　

反
日
デ
モ
に
対
す
る
産
業
界
の
反
応
」、
三
五
頁
。
村
尾
龍
雄
「
反
日
リ
ス
ク
の
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
影
響
と
対

策
」『
日
中
経
協
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
、
三
三
頁
。
お
よ
び
『
産
経
新
聞
』
二
〇
〇
五
年
四
月
一
二
日
。

（
53
）　

第
六
回
「
東
京
―
北
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
於
け
る
三
村
明
夫
（
新
日
本
製
鐵
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
）
基
調
講
演
、
二
〇
一
〇
年
八
月 

三
〇
日
、
東
京
。

（
54
）　

前
掲
注
（
46
）「
日
本
企
業
は
中
国
国
内
市
場
重
視
へ
」
お
よ
び
「
特
集　

迷
走
す
る
中
国
」『
東
洋
経
済　

統
計
月
報
』
二
〇
〇
八
年
五
月
、

六
八
巻
五
号
、
三
〇
―
三
一
頁
。

（
55
）　
「
新
年
ワ
イ
ド
座
談
会
」『
財
界
』
二
〇
〇
六
年
一
月
十
七
日
号
、
八
〇
―
九
八
頁
、
一
五
二
―
一
七
四
頁
。

（
56
）　
「
平
和
と
善
隣
友
好
に
関
す
る
ア
ピ
ー
ル
」『
日
中
経
協
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
〇
五
年
六
月
、
一
四
頁
。

（
57
）　
「
未
来
に
向
け
て
の
日
中
経
済
の
相
互
連
帯
を
発
展
さ
せ
よ
う
」
二
〇
〇
五
年
六
月
十
六
日
、http://w

w
w.jc-w

eb.or.jp/JCobj/Cnt/iken2_
j 

.pdf

、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
三
日
閲
覧
。

（
58
）　
「
記
者
会
見
発
言
要
旨
」（
二
〇
〇
五
年
四
月
二
六
日
、
日
本
工
業
倶
楽
部
）http://w

w
w.doyukai.or.jp/chairm

ansm
sg/pressconf/2005/ 

050426b.htm
l

、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
三
日
閲
覧
。

（
59
）　

言
論
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
二
〇
〇
一
年
に
発
足
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
り
、
政
官
財
界
や
学
者
な
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
い
る
。「
東
京
―
北

京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
の
ほ
か
、
経
済
、
外
交
な
ど
に
つ
い
て
政
策
評
価
や
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
言
論
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
イ
トhttp://

w
w
w.genron-npo.net/

を
参
照
。

（
60
）　

渡
辺
正
太
郎
（
談
）「
シ
ン
ポ
に
参
加
し
て
③　

経
済
関
係
が
良
好
で
あ
る
う
ち
に
『
大
人
の
関
係
』
を
」『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
二
〇
〇
五
年 

一
一
月
二
二
日
、
三
七
頁
。

（
61
）　

前
掲
注
（
42
）「
二
〇
〇
五
年
度
日
中
経
済
協
会
訪
中
代
表
団
概
要
」
一
三
頁
。

（
62
）　
「
温
家
宝
総
理
会
見
録
」『
日
中
経
協
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
〇
六
年
一
一
月
、
一
三
―
一
五
頁
。

（
63
）　
「
こ
の
国
の
あ
り
方
を
考
え
る

―
関
西
セ
ミ
ナ
ー
」『
経
済
人
』
二
〇
〇
六
年
四
月
、
二
―
四
頁
。

（
64
）　

こ
の
報
告
は
二
〇
〇
五
年
デ
モ
が
発
生
し
た
後
に
関
経
連
の
中
で
設
立
さ
れ
ア
ジ
ア
戦
略
部
会
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
企
業
の
ア
ジ
ア
戦
略　

五
つ
の
視
点
」『
経
済
人
』
二
〇
〇
六
年
八
月
、
八
―
九
頁
。

（
65
）　
『
産
経
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
五
月
一
七
日
。

（
66
）　
『
産
経
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
五
月
一
〇
日
、
お
よ
び
「
今
後
の
日
中
関
係
へ
の
提
言

―
日
中
両
国
政
府
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」（
社
団
法
人
経
済
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同
友
会
、
二
〇
〇
六
年
四
月
）。

（
67
）　
『
通
商
白
書
』
二
〇
〇
五
年
、
お
よ
び
前
掲
「
特
集　

迷
走
す
る
中
国
」。

（
68
）　

前
掲
注
（
15
）「
日
中
交
流
と
日
本
の
戦
略
」、
二
六
―
二
七
頁
。

（
69
）　

波
多
野
淳
彦
「
日
本
の
対
中
直
接
投
資
の
検
証
」『
日
中
経
協
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
〇
二
年
七
月
、
二
〇
―
二
五
頁
。

（
70
）　
『
通
商
白
書
』
二
〇
〇
五
年
、
一
五
六
―
一
六
六
頁
。

（
71
）　

業
界
内
の
各
企
業
の
企
業
戦
略
が
似
て
い
る
ほ
ど
に
、
短
期
間
で
業
界
内
部
に
お
い
て
統
一
し
た
政
策
要
求
が
形
成
さ
れ
や
す
い
。H

elen V. 
M
ilner and D

avid B. Yoffi
e 

“Betw
een Free Trade and Protectionism

: Strategic Trade Policy and a Theory of Corporate Trade 
D
em
ands

”, in International O
rganization, Vol. 43, N

o. 2, Spring, 1989, pp. 239-272.

（
72
）　

井
上
隆
一
郎
「
拡
大
続
く
日
中
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
望

―
産
業
別
に
み
た
競
合
・
分
業
関
係
と
企
業
戦
略
」『
ジ
ェ
ト
ロ
セ
ン
サ
ー
』
二
〇
〇
五

年
五
月
号
、
三
九
―
四
七
頁
。
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
「
日
本
企
業
の
中
国
に
お
け
る
国
内
販
売
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」
二
〇
〇
二
年
八
月
。
Ｊ
Ｅ

Ｔ
Ｒ
Ｏ
編
「
中
国
市
場
を
挑
む
日
系
企
業
」（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
73
）　

日
本
タ
オ
ル
工
業
組
合
連
合
会
が
二
〇
〇
一
年
二
月
と
八
月
は
じ
め
に
中
国
に
対
す
る
緊
急
輸
入
制
限
の
発
動
を
経
済
産
業
省
に
申
請
し
た
。

八
月
の
陳
情
の
前
に
、
連
合
会
加
盟
の
一
〇
社
が
「
発
動
反
対
意
見
書
」
を
提
出
し
た
。『
産
経
新
聞
』
二
〇
〇
一
年
八
月
二
〇
日
。
お
よ
び

「
日
本
は
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
で
二
度
死
ぬ
」『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
二
〇
〇
一
年
六
月
一
二
日
。

（
74
）　

横
田
高
明
「
日
本
の
繊
維
産
業
の
現
状
と
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
チ
ャ
イ
ナ
」『
日
中
経
協
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
〇
一
年
六
月
、
六
―
一
五
頁
。

（
75
）　
『
通
商
白
書
』
二
〇
〇
五
年
、
お
よ
び
庭
野
博
史
（
み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
銀
行
産
業
調
査
部
）「
部
品
・
材
料
で
は
中
国
恐
れ
る
に
足
り
ず
」

『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
二
〇
〇
二
年
四
月
一
六
日
、
四
〇
―
四
一
頁
。

（
76
）　

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
国
際
経
済
研
究
課
「
日
本
企
業
の
対
中
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
関
す
る
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」『
産
経
新
聞
』、
二
〇
〇
五
年
六
月 

八
日
。

（
77
）　

み
ず
ほ
総
合
研
究
所
が
二
〇
〇
五
年
五
月
末
に
実
施
し
た
「
ア
ジ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
よ
る
分
析
、
内
堀
敬
則

（
み
ず
ほ
総
合
研
究
所
）「
対
中
戦
略
は
『
地
域
統
括
』
と
『
世
界
標
準
化
』」『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
二
〇
〇
五
年
八
月
二
三
日
、
四
二
―
四
三
頁
。

（
78
）　
「
特
集　

チ
ャ
イ
ナ
・
プ
ラ
ス
ワ
ン
の
投
資
環
境
」『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
四
日
、
お
よ
び
「
第
二
部　

第
二
段
階
に
き
た
中

国
進
出
『
工
場
か
ら
市
場
』
へ
」『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
臨
時
増
刊
』
二
〇
〇
五
年
一
一
月
一
四
日
号
。

（
79
）　

前
掲
注
（
46
）「
日
本
企
業
は
中
国
国
内
市
場
重
視
へ
」
四
六
―
四
七
頁
。
真
家
陽
一
（
北
京
セ
ン
タ
ー
）「
特
別
リ
ポ
ー
ト　

幅
広
が
る
サ
ー
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ビ
ス
分
や
の
対
中
投
資
」『
ジ
ェ
ト
ロ
セ
ン
サ
ー
』
二
〇
〇
六
年
三
月
号
、
四
一
―
五
三
頁
に
も
参
考
で
き
る
。

（
80
）　
『
通
商
白
書
』
二
〇
〇
五
年
、
一
六
六
頁
。

（
81
）　

日
本
側
に
と
っ
て
の
長
期
貿
易
取
決
め
の
意
義
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
主
に
邱
麗
珍
『
日
本
の
対
中
経
済
外
交
と
稲
山
嘉
寛
』（
北
海
道
大
学

出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
秋
山
哲
「
財
界
の
壮
大
な
賭
け

―
日
中
貿
易
」『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
九
七
八
年
三
月
一
四
日
、
一
八
―
二
三
頁
の

主
張
を
参
考
し
た
。
一
方
で
、
日
本
の
財
界
に
と
っ
て
は
こ
れ
が
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
重
要
な
一
環
で
あ
っ
た
と
の
議
論
も
あ
る
。

李
恩
民
『
転
換
期
の
中
国
・
日
本
と
台
湾

―
一
九
七
〇
年
代
中
日
民
間
経
済
外
交
の
経
緯
』（
御
茶
ノ
水
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
第
五
章
「
資

源
外
交
と
中
日
経
済
関
係
」
を
参
照
。

（
82
）　

徐
承
元
『
日
本
の
経
済
外
交
と
中
国
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）
五
八
―
六
〇
頁
を
参
照
。

（
83
）　

こ
の
取
決
め
は
結
局
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
と
二
〇
〇
五
年
に
さ
ら
に
二
度
に
わ
た
っ
て
継
続
が
決
定
さ
れ
た
。
た
だ
し
二
〇
〇
四
年
に
中
国
か

ら
の
石
油
輸
出
が
一
時
中
止
と
な
り
、
ま
た
二
〇
〇
六
年
か
ら
五
年
間
の
貿
易
内
容
か
ら
は
石
油
貿
易
が
取
り
除
か
れ
、
中
国
側
の
石
炭
輸
出
と

日
本
側
の
環
境
・
省
エ
ネ
な
ど
技
術
設
備
の
輸
出
が
中
心
と
な
っ
た
。『
日
中
経
済
協
会
訪
中
代
表
団
訪
中
記
録
』（
日
中
経
済
協
会
、
二
〇
〇
〇

〜
二
〇
〇
六
年
各
年
度
）、
石
其
宝
「『
中
日
長
期
貿
易
協
議
』
的
発
展
歴
程
」『
現
代
日
本
経
済
』
二
〇
〇
六
年
第
五
期
、
三
〇
―
三
五
頁
、
お

よ
び
「
情
報
ク
リ
ッ
プ　

第
六
次
『
日
中
長
期
貿
易
取
決
め
』
調
印
」『
日
中
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
〇
六
年
二
月
、
三
六
―
三
七
頁
。

（
84
）　
「
二
〇
〇
〇
年
度
日
中
経
済
協
会
訪
中
代
表
団
の
派
遣
」『
日
中
経
協
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
、
二
八
頁
、
三
七
頁
。

（
85
）　

前
掲
注
（
83
）『
日
中
経
済
協
会
訪
中
代
表
団
訪
中
記
録
』。
前
掲
注
（
84
）「
二
〇
〇
〇
年
度
日
中
経
済
協
会
訪
中
代
表
団
の
派
遣
」
二
八
―

七
一
頁
。「
二
〇
〇
一
年
度
日
中
経
済
協
会
訪
中
代
表
団
西
部
地
区
視
察
官
民
ミ
ッ
シ
ョ
ン
合
同
訪
中
団
の
派
遣
」『
日
中
経
協
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二

〇
〇
一
年
一
〇
月
、
三
〇
―
五
六
頁
。「
二
〇
〇
二
年
度
日
中
経
済
協
会
訪
中
代
表
団
の
派
遣
」『
日
中
経
協
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
〇
三
年
三
月
、

二
四
―
三
八
頁
。「
特
集　

二
〇
〇
三
年
度
日
中
経
済
協
会
訪
中
代
表
団
」『
日
中
経
協
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
〇
四
年
一
月
、
四
―
二
六
頁
。「
今

月
の
視
点　

日
中
経
済
協
会
訪
中
代
表
団
団
長
に
聞
く
」
お
よ
び
「
日
本
経
済
界
ト
ッ
プ
と
中
国
指
導
層
の
会
談
に
見
る　

日
中
経
済
関
係
の
課

題
と
展
望
」『
日
中
経
協
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
〇
四
年
一
一
月
、
四
―
一
五
頁
。

（
86
）　

経
産
省
関
係
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
八
年
一
月
二
三
日
、
東
京
。

（
87
）　

林
健
民
、
前
掲
注
（
３
）
三
四
〇
頁
に
よ
る
と
、
民
間
の
反
対
で
中
国
政
府
は
新
幹
線
採
用
案
を
取
り
や
め
た
。

（
88
）　

前
掲
注
（
83
）『
日
中
経
済
協
会
訪
中
代
表
団
訪
中
記
録
』（
二
〇
〇
二
年
）
お
よ
び
前
掲
注
（
84
）「
二
〇
〇
二
年
度
日
中
経
済
協
会
訪
中
代

表
団
の
派
遣
」
二
七
頁
。
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（
89
）　
「
温
家
宝
総
理
と
の
会
見
記
録
全
文
」『
日
中
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
〇
四
年
一
一
月
、
六
―
七
頁
。『
産
経
新
聞
』
二
〇
〇
四
年
九
月
一
四

日
。

（
90
）　

篠
原
巌
（
日
本
経
団
連
中
国
委
員
会
対
中
国
通
商
問
題
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
座
長
、
日
本
電
気
顧
問
）「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
の
中
国
と
の
通

商
・
経
済
関
係
の
拡
大
に
向
け
て
」『
経
済Trend

』
二
〇
〇
三
年
七
月
、
六
二
―
六
三
頁
。

（
91
）　

篠
原
巌
（
日
本
経
団
連
中
国
委
員
会
対
中
国
通
商
問
題
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
座
長
、
日
中
通
商
対
話
ミ
ッ
シ
ョ
ン
団
長
、
日
本
電
気
顧

問
）「
日
中
経
済
関
係
の
拡
大
に
向
け
て　

重
層
的
な
政
策
対
話
が
必
要
」『
経
済Trend

』
二
〇
〇
四
年
五
月
、
四
八
―
四
九
頁
。
及
び
田
中
達

郎
（
第
三
回
日
中
通
商
対
話
ミ
ッ
シ
ョ
ン
団
長
、
日
本
経
団
連
中
国
委
員
会
企
画
部
会
長
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
常
務
執
行
役
員
ア
ジ
ア
本
部

長
）『
経
済Trend
』
二
〇
〇
六
年
六
月
、
五
六
―
五
七
頁
。

（
92
）　

二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
五
年
の
第
一
期
と
二
〇
〇
六
〜
二
〇
〇
八
年
の
第
二
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
な
っ
て
い
る
。
関
沢
秀
哲
（
日
本
経
団
連

中
国
委
員
会
植
林
協
力
部
会
長
、
新
日
本
製
鉄
副
社
長
）「
中
国
で
環
境
植
林
モ
デ
ル
事
業
を
推
進

―
第
二
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
向
け

て
」『
経
済Trend

』
二
〇
〇
五
年
一
二
月
、
五
八
―
五
九
頁
。

（
93
）　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
首
脳
会
議
の
際
に
行
わ
れ
た
日
中
韓
首
脳
会
談
で
、
韓
国
の
金
大
中
大
統
領

の
提
案
で
設
置
が
決
ま
っ
た
。
平
井
克
彦
（
中
日
韓
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
日
本
委
員
会
委
員
長
、
東
レ
副
会
長
）「
日
中
韓
産
国
に
よ
る
経
済

連
携
の
強
化
に
向
け
て
」『
経
済Trend
』
二
〇
〇
四
年
二
月
、
五
二
―
五
三
頁
。

（
94
）　

李
健
民
、
前
掲
注
（
３
）、
三
二
八
頁
。

（
95
）　

記
者
会
見
発
言
要
旨
（
二
〇
〇
四
年
一
一
月
二
四
日
、
日
本
工
業
倶
楽
部
）http://w

w
w.doyukai.or.jp/chairm

ansm
sg/pressconf/2004/ 

041124a.htm
l

、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
三
日
閲
覧
。
ま
た
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
二
七
日
に
も
「
小
泉
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
に
つ
い
て
」
と

い
う
代
表
幹
事
の
発
言
で
同
じ
旨
を
示
し
た
、http://w

w
w.doyukai.or.jp/chairm

ansm
sg/com

m
ent/2005/051017a.htm

l

、
二
〇
一
〇
年 

一
〇
月
二
八
日
閲
覧
。

（
96
）　

例
え
ば
「
経
済
同
友
最
前
線　

鼎
談
『
ア
ジ
ア
地
域
の
強
調
に
果
た
す
日
本
の
役
割
』」『keizai doyu

』
二
〇
〇
四
年
六
月
、
一
九
―
二
〇
頁
、

ま
た
「
第
三
〇
回
日
本
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
営
者
会
議
」『keizai doyu
』
二
〇
〇
四
年
一
二
月
、
一
五
―
一
八
頁
。

（
97
）　
「
自
由
貿
易
協
定
を
核
に
東
ア
ジ
ア
の
経
済
連
帯
を
」『keizai doyu
』
二
〇
〇
三
年
六
月
、
二
〇
―
二
三
頁
。

（
98
）　

前
掲
注
（
96
）「
第
三
〇
回
日
本
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
営
者
会
議
」。

（
99
）　http://w

w
w.doyukai.or.jp/chairm

ansm
sg/com

m
ent/2004/050126b.htm

l
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
八
日
閲
覧
。
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（
100
）　
「
日
本
の
『
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
』
で
『
共
進
化
（
相
互
進
化
）』
の
実
現
を

―
東
ア
ジ
ア
の
連
携
か
ら
世
界
の
繁
栄
に
向
け
て
」
二
〇
〇
五
年
二

月
八
日
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
、
Ⅳ
．
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
平
和
の
創
出
、
を
参
照
。http://w

w
w.doyukai.or.jp/policyproposals/articles/2004/ 

050208a.htm
l

、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
三
日
閲
覧
。

（
101
）　
『
産
経
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
六
月
八
日
。

（
102
）　
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
実
現
に
向
け
て
の
提
言
」『keizai doyu

』
二
〇
〇
六
年
四
月
、
一
七
―
一
八
頁
。

（
103
）　
『
産
経
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
六
月
二
日
。

（
104
）　

例
え
ば
「
企
業
に
は
普
通
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
と
き
に
政
府
の
介
入
は
い
ら
な
い
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
。（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）「
今
月
の

視
点　

森
下
洋
一
」『
日
中
経
協
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
〇
五
年
五
月
、
三
頁
。

李　

彦
銘
（
リ　

イ
ェ
ン
ミ
ン
）

　

所
属
・
現
職　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

　

最
終
学
歴　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

　

所
属
学
会　
　

日
本
国
際
政
治
学
会
、
ア
ジ
ア
政
経
学
会

　

専
攻
領
域　
　

日
中
関
係
、
国
際
関
係
論


